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序章　箱船の中の葛藤










「オレは疑ぎ問もんに思ってることがあるんだ、家いえ安やす」

　ある日の朝、家安が起きてくると、一人コーヒーを飲んでいたファウストが言った。

　夜明けのメソポタミア号ラウンジには二人だけだ。他の四人──王おう庸よう平へい、ヴィレイ、アレクサンドル、ジョイはまだまどろみの中にいる。

「なんだ、唐とう突とつに」

　あくびをかみ殺しながら、家安は朝食のプレートを手にして、ファウストの向かいに腰こしを下ろした。

「聞いてくれるか」

「ああ、いいけど」

「こんなことは別のヤツには言えない……」

「はっ？」

　気き軽がるな気持ちでいた家安は、ここで初めてファウストの目が異い様ように緊きん張ちようしていることに気づいた。

「なんだ、いったい？」

　自然と家安も緊張した顔つきになる。

　テラツー暦一一年。ようやくマリオネットの第一号が完成したばかりのことである。

「おまえ、ローレライをどう思う？」

「はっ？」

「ドクター・ローレライは信じるに足たる人物かということだ」

　ファウストは真剣であった。

「なにをいきなり!?」

　家安は批ひ判はん的な口く調ちようで応おうじる。彼の答えはその態たい度どを見ればおのずと明らかだった。ドクター・ローレライを疑うたがうのか!?──

「オレはローレライを完全には信用していない」

「えっ!?」

　衝しよう撃げき的な言葉が飛び出し、家安は愕がく然ぜんとファウストを見た。

「考えてもみろ、家安。ローレライに女性復活の方ほう策さくがあるのならば、なぜ今すぐ実行しない!?　そうすればオレたちの最大の悩なやみは解消する。この星──テラツーは地テ球ラと同じように繁はん栄えいしていける可能性が非常に高くなる。それなのに……」

「ちょっと待ってくれ、ファウスト。焦あせる気持ちもわからないでもないが、それは違う。ローレライは言ったじゃないか。今はまだ女性の復活のための下地ができていないと。時間はかかる。それはわかってくれたと思った」

　ファウストは家安の顔を見て、静かに言った。

「家安……おまえはいいやつだ」

「えっ!?」

「確かにおまえならローレライの言葉を信じて待つ気にもなろう。だが、オレは違う。オレはおまえのような夢想家ロマンテイストではない。オレはもっと現実家だ。そして、おまえの言うとおり、オレは焦あせってるんだ！」

「ファウスト……!?」

「オレはこの命があるうちにどうしてもやりたいことがあるんだ。いや、やらねばならないことが！」

　家安は執しゆう念ねんのようななにかをファウストから感じていた。それほどファウストにとって大切なこととはいったいなにか？

「それさえできれば、すべては解決する！　ローレライの言う時を待つまでもなく、オレたちは女だって手に入れられる！」

「おい、ファウスト、おまえ、なにを言って……」

「家安、オレたちはこのままでは犬死にだ！　この辺境の星で惨みじめに死んでいくしかないんだ！　オレたちは……」

「落ち着け、ファウスト！　どうしたんだ、いったい？」

「…………」

　家安とファウストはじっとお互たがいの顔を見た。

　興こう奮ふんし、紅こう潮ちようしたファウストの顔。その瞳ひとみの中にある感情──それは執念と怒りだ。

（何に怒りを抱く、ファウスト!?）

　しばし沈ちん黙もくが周囲を支配する。

　ようやく落ち着いたように、ファウストがコーヒーを手にする。思わず立ち上がっていた家安もふたたび席に着いた。

「家安……」

「ん？」

「聖書のノアの箱船の話は知っているか？」

「ああ、神の起こした洪こう水ずいによって世界が滅ほろぼされたとき、箱船に乗ったノアとその家族と動物だけは助かったというあれだろ」

「雨が四〇日と四〇夜続いた後、箱船はようやくアララト山の山頂に漂ひよう着ちやくした。ノアは陸地があるかどうかを調べるため鳩はとを放ち、三度目に鳩が戻ってこなかったとき、ようやく箱船を降りた」

「それがどうかしたのか？」

「ノアはどういう気持ちだったろうな。鳩を待っている間……」

　シニカルな笑みを浮かべ、ファウストはつぶやくように言った。

「ファウスト……!?」

「オレはそんな鳩を待つほど悠ゆう長ちような人間ではない」

　ファウストは立ち上がった。

　廊ろう下かに消えようとするファウストの後ろ姿に家安は呆ぼう然ぜんと声をかけた。

「ファウスト……おまえ、なにを考えている!?」

「……復ふく讐しゆう」

　消え入りそうな声でファウストが言った。
















第一章　謎のセラミック仮面!?
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　西安シーアンという都市国家は一言で言ってしまえばごった煮にの街だ。

　理路整然という言葉からもっとも遠い街まち並なみが連なっている。

　ゴミゴミした街並みという意味では、ジャポネスも似たようなものだったが、西安のは立体的という意味で、密集具合が何倍にも感じられた。

　西安では、どの建物も増ぞう築ちくの上に増築を繰くり返かえしたため、元がどんな建物だったかわからなくなっている。さらに、表通りは色とりどりの看かん板ばんがひしめき合い、センスの悪いパッチワークのような印象をかもし出している。

　それはかつて地球にあったというホンコンという街に極めて似に通かよっていた。

　西安はテラツー一の人口を誇り、このような街作りをしないとすべての人間を収容することができないのだ。

　都市を広げればいいという意見もあるが、なかなかそうはいかない。都市はプラズマなどの自然の脅きよう威いからもっとも安全な場所につくられていて、その敷地は限られたものであった。それ以上の拡大は大地のプラズマ流の暴走を引き起こす。

　テラツーは本来ならば人類の居住を拒きよ否ひしたがっているとしか思えない自然の厳しい星なのだ。

　密集した場所で、人はそれこそ肌と肌が触れ合うような状態で暮らしていたが、だからこそ、西安はにぎやかで活気があった。

　人々の笑い声、怒ど鳴なり声、そして生活のための音……それらが間近で昼夜絶えることなく聞こえてくる。

　生きているという生命エネルギーを感じさせる──これまた西安の大きな特微だった。

　小お樽たるたちはそんな街に来ていた。
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「うわ～、すっごい！　食べ物いっぱい！」

「ひゃっほー、こっちにゃきれいな宝石がいっぱいだぜ！」

「小樽様、少しこのお店にいていいですか」

　ライムたちは西安に着くや否いなや、目を輝かせて騒ぎ出した。

　西安はそれほど購買欲を煽あおるのだ。

　平時のとき、他の都市からの観光客であふれ返ったというのもうなずける。

　ただし今は他の都市の人間の姿をあまり目にしない。ここ、西安にもゲルマニアの脅威が迫っていたためであった。

「なんだかなぁ……」

　小樽はライムたちがはしゃぎながら通りを駆け回るのをなかば啞あ然ぜんとして見ていた。

　確かにジャポネスにいたころもショッピングとなると彼女たちの行動に小樽はついていけないところがあったが、今回はそれ以上だ。

（こういうのもなんか女ってヤツの特性なのかな……？）

　などと思ったとき、きゃいきゃいはしゃぐ一行の中に花はな形がたの姿を見つけて、小樽は大きくタメ息をついた。

「マスター、どうかなさいました？」

「小樽ぅ？」

　いつの間にかチェリーとライムがすぐ横に来ていて、小樽の顔を心配そうにのぞき込んでいる。

「あ、いや、別に……」

「マスター、なんか元気ありませんわ。……やっぱり楊ヤンさんのことが……」

「…………」

　西安に来る途中での昆こん嶺れい山脈でのことは確かに小樽を変えていた。

　気持ちの切り換えの早いのがジャポネスッ子だったが、その小樽をもってしても、あれは衝しよう撃げき的てきな出来事だったのだ。

　マリオネットというものの本質──それは哀かなしく、冷たい……。

「…………」

　小樽はまたライムとチェリーの顔を見た。

　彼女たちもそういったマリオネットと根本的な作りは一緒だ。だが、彼女たちの中には温かい心がある。

　乙女おとめ回かい路ろという名の人間の──女の心がある。

「ライム……チェリー……オレのこと忘れないでくれよ」

　気がつくと小樽はライムとチェリーを抱きしめていた。

　突然の行こう為いにライムもチェリーも顔が真っ赤だ。

　が、小樽の不安定な心情を感じたのか、二人とも真しん剣けんな表情になって顔を見合わせた。

「…………」

　ライムもチェリーも自分たちの為なすべきことを知っていた。

「大丈夫だよ、小樽。この間も言ったじゃないか……ボクはずっと小樽と一緒にいる」

「マスターのこと、決して忘れませんわ！　たとえ誰だれかに記憶を奪われたとしても、必ず思い出してみせますから」

「…………」

　通りの人の目も気にせず、小樽はしばらくライムとチェリーを抱きしめたまま立ち尽くしていた。




　そんな小樽たちを少し離れた場所から見る影があった。

　影の手の中には写真が握られている。

　写真の数は全部で七枚。

　そこには小樽たち一行が写っていた。

　花形を除く……。
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「こりゃうまいぜ！」

「おいしいね！　おいしい！」

　小樽たちは西安市内の中華飯店に来ていた。

　本格的な中華料理──西安料理を出す店だ。

　〝西安料理は世界一〟の看板に偽いつわりなし。

　ライムたちは猛もう然ぜんと料理をかっ込んでいた。

　前にも言ったが、ライムたちは普通に食事をすることによって、それをエネルギーに変換することができる。

　ただし、この食欲の理由としては、しばらく野宿ばかりで簡単な料理しか食べてこなかったこともあげられるが。

「やっぱうめえよな！」

　小樽もようやく元気を取り戻していた。

「……ん!?」

　ふと気がつくと、全員が食事をするのをやめ、小樽のほうを見ている。が、小樽がそのことに気づいたことを知ったとき、慌あわてて食べ物をかっ込むふりをした。

　だれもかれも小樽が心配でたまらないらしい。

（みんな……）

　小樽は全員のやさしさを嚙かみしめていた。

　と同時に自分の情けなさが身に染しみた。

（女め々めしいぜ！　ジャポネスッ子としたことが！）

　語源自体は忘れ去られた〝女々しい〟という言葉を使いながら、小樽は自分自身に向かって心の中で吠ほえた。

「むがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽は目の前にあった豚（ただしテラツーで豚と呼ばれる動物のこと）の丸焼きにかぶりついた。

「んがっ、むがっ、もがっ、ふがっ！」

　無む謀ぼうとも思える量を強ごう引いんに嚙み切り、口の中に放ほうり込む。

「うぐぐ……」

　案の定、飲み込もうとしてノドに詰つまらせ、ひっくり返った。

「あー、もう小樽、なにやってんのさ」

「小樽様ぁ！」

　セイバーマリオネットたちはそれぞれ小樽に向かって「まったく……」といった口調で言うが、そこにはあきれた調子はない。小樽が自分たちを安心させようとしてそんな無む茶ちやな行為に出たことを一番鈍にぶいはずのライムですらわかっていた。

「小樽クン、キミ、バカ？」
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　まるっきりわかっていないのは花形だけ。

「んがっ！」

　その花形がティーゲルにこづかれて、小樽の横にひっくり返ったのは付け加えるほどのことでもないか。

「ん!?」

　今まで天井が映っていた小樽の視界に美しいマリオネットの顔が飛び込んでくる。

　火の鳥──朱す雀ざくが描かれた行動的なチャイナ服。西安風にまとめられた髪形。赤い目の下の隈くま取どりが印象的だ。

　その顔をしたマリオネットが数人、いつの間にか小樽たちを取り囲んでいた。

　手にはそれぞれトンファーやヌンチャクを持っている。

　セイバーだ。

「西安の正式セイバー──〝朱雀〟ですわ、小樽！」

　ルクスが冷静に相手を見み据すえて言った。

「なんか用かい!?」

「やるってのかよ！」

　殺気立ってブラッドベリーとパンターが立ち上がった。

　他の四人は小樽を守るようにすかさず移動する。

　小樽もライムたちの輪の中で立ち上がっていた。

　場の緊張感は頂点に達し、店の中にいた人間たちは怯おびえながら物もの陰かげに隠かくれてしまっている。

「……ん!?」

　不意に朱雀たちの列が割われ、顔中豪ごう快かいにヒゲを生やした偉い丈じよう夫ふが現れた。

　身の丈たけ二メートルはあろうかという巨きよ漢かんだ。

「！」

　巨漢はギョロリとした目を剝むいて、真まっ直すぐ小樽をにらみつけてきた。

　迫力のある視線が小樽を貫つらぬく。

　普通の神経の持ち主ではそれだけで怯え、腰を抜かしかねない。

　が、今の小樽はジャポネスで普通に暮らしていたころの小樽とは違う。

　幾いく度ども死と隣となり合わせの困難を乗り越えてきた百ひやく戦せん錬れん磨まの闘とう士しなのだ。

「へんっ！」

　小樽は真正面から堂々とその視線を受け止めていた。

　そして気づいたのだ。

　その視線に殺気のないことに。

「へ……」

　小樽が口くち許もとに笑みをもらした。

　それを見て、巨漢の相そう好ごうも崩くずれる。

「まさしく！」

　巨漢は天井にヒビが入るかとも思えるような大だい音おん声じようで叫んだ。

「これはこれは勇名高きジャポネスの間ま宮みや将軍であらせられるか！　いやあ、失礼つかまつった！　我が名は超ちよう飛ひ！　この西安で一将を務つとめるものであります！」

　その声の大きさには辟へき易えきしたものの、超飛と名乗る将軍の顔に親しみ深い笑みが浮かんでいるのを小樽は見た。

　小樽は肩の力を抜いて、笑みを浮かべて言った。

「オレはジャポネスで侍さむらい大将を務める間宮小樽！　よろしくっ！」

　セイバーマリオネットたちのほうはまだ警けい戒かいを解とかない。

「マスター、これはなにかの罠わなかもしれませんわ」

　耳元でささやくチェリーに小樽はニッコリ笑いかけた。

「大丈夫、大丈夫」

　そのまま小樽は無む造ぞう作さに超将軍に近づいていく。

「マスター！」

「小樽！」

「小樽様！」

　慌てるチェリーたちを尻しり目めに、小樽は超将軍の前に立って、スッと右手を差し出した。

　緊張する全員の前で、超将軍の大きな手が動く。そして、小樽の手を握り返してきたではないか。

「いやあ、市内で間宮将軍を見かけたという者がいて、それがし、取るものもとらずに駆けつけてきた次第！　まずは一いつ献こん、一献！」

　啞然と見つめるセイバーマリオネットたちの前で、超将軍と小樽は笑い合いながら、近くの席にどかっと腰かけた。そのまま、そばにあった酒の器を高々と掲げ、叫ぶ。

「乾かん杯ぱい！」

「乾杯！」

　小樽の声に超将軍が例の大音声で唱しよう和わした。

　かくして、チェリーたちの理解不能な成り行きでうやむやのうちに宴会が開始されたのだった。

「わーい、宴会、宴会！」

　ライムだけは無む邪じや気きに喜んでいたが。




　　　　４




「突然の非礼、お許しください。ここ、西安も最近は物ぶつ騒そうでしてな」

　超将軍はまるで水のようにがぶがぶと酒を飲みながら言った。

　超将軍と同じ……とまではいかなかったが、超将軍のペースに付き合わされていたため、小樽もすでにベロベロだ。

「はひ～、しょれはしょれは～」

　ろれつもしっかり回っていない。

　ライムたちも赤い顔をしている。アルコールを検知すると酔っ払い状態になるという、いったいなんのためにあるのかよくわからない機能が乙女回路を持つマリオネットにはついている。

　いくら人間らしいとはいえ、ここまで……。

「小樽ぅ、小樽ぅ！　きゃははははははははははははははははっ！」

「はれ、マスターの顔が三つある！　ひゃはははははははははははっ！」
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　ライムとチェリーはご機き嫌げんだ。ケタケタとずっと笑い続けている。

「はぁ～、暑い！　あたしゃ服脱いじゃうよ～ん！」

「あ～ん、あたしも！」

　ブラッドベリーとルクスは大だい胆たんにも服を脱ぎ捨てた。

「あは～ん、小樽ぅ」

「小樽様ぁん、好きにして～ん」

　ブラッドベリーの黒い下着、ルクスの紫の下着は実に色っぽく、目に痛い。

　が、ベロンベロンの小樽には色気攻撃も通じないようだ。

「ひっく……ひっく……どーせオレはがさつなマリオネットだよ！　でもさ、でもさ……しょうがないだろ……オレだって……一いつ生しよう懸けん命めいやってるんだぁ～～……うぉーいおいおい」

　今日のパンターは泣き上じよう戸ごモードであった。

　こうしているとこのワイルドなオネーチャンも実にかわいい。

　泣き上戸といえばもう一人──

「小樽くぅん！　小樽くぅんのバカァ！　イケズ！　キミのためなら死ねるのにぃぃぃ！」

　花形である。けど、これはあたりまえすぎてつまらない。いつも泣いてるもんな、こいつ……。

「ふぅ……」

　一人、酒を飲んでもまるで変わらなかったのはティーゲルだ。

　彼女の場合も実にらしいと言える。

　ただし、服装が例のブルマーとＴシャツではやっぱり少し浮いている……。

　そんなわけで小樽一行はほとんど話のできる状態ではなかった。が、構かまわず超将軍は話を続けている。

　そういう意味ではこの人も酔っていたのかもしれない。

「我が国はジャポネスを見習い、ずっとゲルマニアとは対決姿勢をとってきました！　我が国の心ある者たちにとって、ジャポネスでの小樽殿どのの活躍は非常に勇気づけられたものです！　ところがです！」




　ドンッ！




　超将軍はテーブルに拳こぶしを叩たたきつけた。

　その腕力によってテーブルが大きく傾かしぐ。

「ほえ!?」

　ライムがその行為を興味深そうに見つめた。

　それに気づかず、超将軍は興こう奮ふんしたように一気にまくしたてた。

「このほど我が国は方針を転換し、ゲルマニアと秘ひ密みつ裏りに交こう渉しように入っておるのです！　こんなことが許されましょうか！　ゲルマニアとは戦わねばならない！　残っている諸都市が同盟し、これに当たれば必ず勝てる！　それをあの四人組どもは！」

　〝四人組〟という単語を出したとき、超将軍は目を剝き、不快感をあらわにしていた。




　ドンッ！　ドンッ！　ドンッ！




　怒りにまかせてテーブルを叩く。

　そばでライムがワクワクした表情でさらにそれを見つめていた。

「主席も主席だ！　あのような者たちの意見に耳を傾けるとは！　このままでは我が国は滅めつ亡ぼう、もしくはゲルマニアに従じゆう属ぞくを強しいられるのみです！　ああ、情けなや！」




　ドンッ！




　ひときわ大きくテーブルが傾ぐ。

　ついに我が慢まんできなくなったようにライムが叫んだ。

「ボクもやるぅ！　ボクも！　やぁっ！」

　超将軍と同じようにライムがテーブルに向かって拳を振り下ろした。




　ドガァァァァァァァァァァァァァッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ライムの一撃は見事テーブルを破は壊かいし、小樽も超将軍も、テーブルに身体からだを預あずけていた者たちは全員前倒しにつんのめって、ひっくり返ったのだった。
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「うう……頭いて……」

　ガンガン響く頭を押さえながら、小樽は西安の宮殿──黄こう禁きん城じようの前に立っていた。完全な二日酔いだ。

「うげ……小樽クン、洗せん面めん器き……」

　花形も真っ青な顔をして、さっきから何度も口を押さえている。

「人間ってやつはそういうとこ不便だぜ」

　パンターが事もなげに言う。

　マリオネットたちのほうは酔っ払ったとはいえ、さすがに二日酔いになるようなことはなかった。

　うらやましいというかなんというか。




　スッ……




「小樽、ほら、頭かしな」

「いっ!?」

　いきなりブラッドベリーの手が伸びて、その豊かな胸のふくらみに小樽の顔は挟はさみ込まれた。




　ぷよん、ぷよん……




「こうやってると、少しは気が紛まぎれるだろ」

「あ、ああ……」

　確かに一時的に気は紛れるが、今度は頭にカーッと血が上ってきて──




　ガーン！




「ぐわぁぁぁぁぁっ！」

　ドクンと心臓が脈を打った拍ひよう子しに、それに呼こ応おうするかのように強い痛みが小樽を襲った。

　さらに──

「ボクも！　ボクも！」

「ブラッドベリー、ずるい！」

「小樽様、あたしの胸も使って！」

「オレのも使えよ、小樽！」

　ライム、チェリー、ルクス、パンターが飛んできて、小樽の耳元で大声で騒ぎ始めたから──




　ガン！　ガン！　ガン！　ガーン！




「おわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　叫び声が頭の中に響き、小樽はその場でのたうち回ったのだった。

　閑話休題それはさておき。

　小樽たちが黄禁城にやってきたのは、西安主席、王おう庸よう平へいに会うためだ。

　王庸平に会って、西安にあるというローレライ・システムのホストコンピュータ、通称、〝マザーローレライ〟の場所を教えてもらおうというのだ。

　王庸平に会うために、徳とく川がわ家いえ安やすの親書を小樽は携たずさえていた。

「けど、小樽、少し気をつけたほうがいいかもよ」

　親書のおかげか、すんなり通された黄禁城の廊ろう下かでティーゲルが言った。

「昨日の超将軍の言葉、覚えているかい!?」

「あ……えっと……かすかに……」

「西安が密ひそかにゲルマニアとの交渉に入ったってことだよ」

「あ、ああ……」

「ゲルマニアからの刺し客かくが城の中に入り込んでいるかもしれないからね」

「…………」

　ようやく小樽は事の重大さに気づいた。

　もし、西安がゲルマニアと結ぶようなことがあったら、ジャポネスは危機的状況に陥おちいるだろう。

　現在の小樽の目的は〝女性復活〟であったが、だからといって、ゲルマニアのことを放っておくわけにはいかない。

（もし、西安がゲルマニアと本気で同盟を結ぼうと考えているんだったら、そのときは……どうすんべ？）

　……さすがに外交のことはチンプンカンプンの小樽であった。




　　　　６




　小樽たちが通された場所は、城で一番広い大広間であった。

　奥に高い壇だんがあり、そこまでの両脇わきをずらりと男たちが立ち並んでいる。

　いわゆる文ぶん武ぶ百ひやつ官かんというやつだ。

　壇上には中国ふうの冠をかぶった男が座っている。

　王庸平だった。

　男たちの間を小樽たちはゆっくりと進んだ。

「変ですわ……」

　壇が近づいてきたとき、小樽の耳元でルクスがつぶやく。

「えっ？」

「この部屋……生命反応が希き薄はくなんです」

「どういうこと？」

「それは……」

　ルクスがさらに続けようとしたときだ。

「ジャポネスより参られた間宮小樽殿に相そう違いないな！」




　ガーン！




「うわっ！」

　超将軍に勝まさるとも劣おとらない大音声が響き、それが二日酔いの小樽の頭を直撃した。

　壇のすぐ横に四人の男たちが立っている。

　その先頭にいる将軍服の男が叫んだのだ。

　将軍服以外の男たちはいずれも老人で、どこか狡こう猾かつそうな表情が印象的だった。

（こいつらが〝四人組〟とかいうやつらか？）

　小樽は記憶の中にあった超将軍の言葉を思い出していた。

　そして、その小樽の認にん識しきは間違っていなかった。

　斑はん将軍、馬ば婆ばあ、老ろう凱がい、紋もん大だい──黄禁城で最近台頭してきた四人の男たちのことを人は〝四人組〟と呼んでいた。

「おまえが間宮小樽か……」

　壇上から王主席が声をかける。

　小樽は声の主を真っ直ぐ見つめた。すぐに小樽の顔に怪け訝げんな表情が浮かぶ。

（……ん!?）

　王庸平はどこか落ち着きのない素そ振ぶりで小樽たちを見つめていた。

　主席という、西安の頂点に立つ風格が感じられない。

　小樽の怪訝な表情の理由はこれだった。

　それでも主席は主席だ。

「王主席、今日はお願いがあってやって参りました！」

　小樽が前に進み出て言った。

　が、王主席から返ってきた言葉は意外なものだった。

「そうか……実は私もおまえたちに頼みがあるのだ」

「へっ!?」

「頼みというのは……我が国のために役立ってくれ」




　バサッ！　バサッ！




　いきなり広間にいた文武百官が服を脱ぎ捨てる。

　文武百官は百体のセイバー〝朱雀〟に変わっていた。広間の生命反応が希薄だったのも道理。もともと朱雀の変装した姿だったのだ。

「なんの真ま似ねでぇい、こりゃ！」

　小樽が叫ぶが、王はどこか青い顔をして、黙っているばかりだ。

　代わりに四人組の斑将軍がニヤリとした笑みを浮かべて言った。

「間宮小樽殿、貴君をゲルマニアとの取引に使わせてもらう」

「なんだと！」

「小樽、走るよ！」




　ガシッ！




　向かってきた朱雀を一撃で破壊しながらブラッドベリーが叫んだ。

「おうっ！」

　小樽が走り出そうとしたときだ。

「逃がさぬぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　斑将軍の大音声が響いた。




　ガァァァァァァァァァン！




「うわーっ！」

　それは小樽の二日酔いの頭に響く。

　頭を押さえ、小樽が一瞬立ち止まった。

　その隙すきを朱雀は見逃さなかった。




　ガシッ！




　数体の朱雀が小樽の身体を捕つかまえる。

「離しやがれ！」

　騒ぐ小樽をそのまま朱雀は斑将軍のもとに連れて行った。

「動くな、マリオネットども！」

　斑将軍は小樽の首に剣を突きつけた。

「う……」

　ライムも、チェリーも、ブラッドベリーも、ティーゲルも、ルクスも、パンターも、そしてついでに花形も……全員がその場に凍こおりついたように止まった。

「ふん……忠義な者たちよ」

「や、野郎！」

「連れて行け！」

　朱雀がライムたちの腕にいきなり注射をする。

「あ……小樽……」

「マスター……」

　それはマリオネット用の弛し緩かん剤ざいだ。

　六人のマリオネットはガクンとその場に倒れ込んだ。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！　ティーゲル！　ルクス！　パンター！」

　朱雀にかつがれ、ライムたちの姿は扉の向こうに消えた。

　やがて小樽と花形も朱雀によって連れて行かれた。




　小樽たちのいなくなった後の広間に入ってきた男が一人いる。

　鷲わし鼻ばなの下には特徴的なクルッとカールしたヒゲ──

　そう、ゲルマニアのミュヒハウゼン男だん爵しやくだった。

「いやはや、西安の決意を見させてもらいましたぞ！　これならば総そう統とう閣かつ下かもお喜びでありましょうぞ！」

　男爵は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに言った。

　王主席は青い顔をしていたが、四人組は喜びの色を顔に出している。

　が、男爵の次の言葉に色を失った。

「けれど、我がゲルマニアの諜ちよう報ほう網もうを甘くみないほうがよろしいですぞ！　総統閣下はかの人物のことを知っておられます」

「な、なんのことで……!?」

「ふほほほほほほほほほほ……セラミックの仮面をつけた男のことをね」

「うっ！」

「幽ゆう閉へいなど、総統閣下は望んでおられません。我がゲルマニアに対して誠意を示すためにあとひとつ。セラミック仮面に死を！」

　男爵の言葉に王主席の顔はますます青くなった。
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　ガチャッ……ギィィィィィ……

　ドサッ！




「おわっ！」

「うわ～～ん！」

　小樽と花形は地下牢ろうに放り込まれた。

　暗い。窓もなく、昼間だというのに光一つ入らない。

「な、なんでえ、このしけた所は!?」

「小樽クン、ボク、怖こわい～～～」

　花形がいきなり抱きついてくるが──




　メリッ！




「ぐえっ……」

　突き出した小樽の拳がまともに花形の顔にのめり込み、花形はその場に倒れ込んだ。

「ったく……いっ!?」

　そのときになってようやく小樽は気づいた。

　奥に人の気け配はいがあるのだ。

「だ、誰でえ!?」

　ようやく慣なれてきた目は確かに人の形を捉とらえている。

　彼はゆっくりと小樽たちのほうに近づいてきた。

「うっ！」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽は驚きよう愕がくしたように目を見開き、花形は悲鳴をあげた。

　近づいてきた男の首から上はまるで花か瓶びんを逆さかさまにしてかぶせたような、陶とう器き製せいの仮面で覆おおわれていたのだ。

　仮面の表面にはナルト模様が入っていた。

　彼こそがセラミック仮面であった。
















第二章　熱き心で大脱出！
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「わっ、わっ！　だ、だれでぇい!?　そんなふざけた仮面かぶって出てくるたぁ、いい度胸だ！」

　驚きから立ち直ると、なぜか小お樽たるは喧けん嘩か腰ごしで叫んだ。

　セラミックの仮面に驚いて醜しゆう態たいさらした自分が許せなかったのか、単なるジャポネスッ子気き質しつか。ともかく、小樽は怒鳴りながらズンズンとセラミック仮面の男に近づいていく。

「…………」

　セラミック仮面は無言のままだ。

「お、小樽くぅ～ん」

　置いていかれた格好の花はな形がたは、床の上に座り込んだまま、小樽のほうに向かって追いすがるように手を伸ばしていた。哀あわれにも、花形は腰を抜かしていたのだ。

「やいやいやい！　なんとか言ったらどうなんでぇい！」

　小樽は強気だ。

　こういうときは強気にいかないとなめられる──喧嘩っ早いジャポネスッ子の中で暮らしていると自然とこういう態度が身についてしまうらしい。
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　いいことというか、なんというか……。

「…………ふうむ」

　セラミック仮面がようやく声をもらした。

　どこか間の抜けた声だ。

「元気だな。ジャポネスの者か？」

「お、おおう！」

「捕つかまったのか……そうか。私と同じだな」

「えっ!?」

　小樽は改あらためてセラミック仮面をジロジロと見た。

　当然のことだが、仮面をつけたままなので、表情はまったくわからない。開いている目と口の部分も正面からはよく見えないようになっていて、わずかな動きもうかがいしれない。

「おめえさん、その仮面、脱げねえのかよ？」

「うむ」

「うむって……やけに落ち着いてるな！」

「もう慣れた」

　セラミック仮面の口調は淡たん々たんとしている。

「こうして捕まって仮面をかぶせられてしまったのだ。この事実はもはや変えようがない。じたばたすると腹が減る」

「そういうもんかい？」

「体力は蓄たくわえておいてもっと有効な場所で使うのが正解だ。……ところでおまえたちはどうして捕まったのだ？」

「どうもこうもねえぜ！」

　小樽はセラミック仮面に宮殿であったことを話した。

「なるほどな。貴き君くんが有名なジャポネスの間ま宮みや小樽将軍か。それをゲルマニアとの取り引きに使おうなどと……いかにも四人組の考えそうなことだ」

「この国はいったいどうなっちまってんだい？　昨日、超ちよう飛ひとかいう将軍に会ったときはなかなか気持ちのいい国だとも思ったのによォ！」

「超飛か……彼はいい男だ」

　あくまで淡々と言うセラミック仮面だったが、わずかな抑よく揚ようが彼の超飛に対する親愛の気持ちを表していた。

「おめえさん、超将軍のこと知ってるのかい？」

「…………」

「おめえさん、何者だい？」

「私は…………よそう、詮せんないことだ。私はこのセラミックの仮面をかぶせられ、死んだに等しい人間なのだ……」

　初めてセラミック仮面の声にはっきりとわかる感情がこもった。

　それはあきらめと哀かなしみだった。

「あのよォ、言いたくなかったらいいんだけどよォ……言ったほうがすっきりするってことあるじゃんか。オレッちに言ったってなんにも事態は変わらないかもしれないけどよォ……」

　さっきまでの怒りはどこへやら、小樽の態度は他人を気き遣づかうそれに変わっていた。

　ジャポネスの人間はお人ひと好よし──他の都市の者がときには嘲あざけりすら込めてよく言う言葉だ。

　そして、小樽は典型的なジャポネスッ子なのだ。

「貴君は……」

「えっ？」

　セラミック仮面は小樽をじっと見つめた。

　続きの言葉は出てこなかった。

　ただ、表情はわからなかったが、セラミック仮面はしばらくの間、小樽のほうを向いたまま動かなかった。

「こらっ、小樽クンはこの花形美み剣つるぎのものだぞぉぉぉぉぉっ！」

　ようやく立ち上がれるようになった花形が、小樽の後ろで騒ぎ出した。

　こと小樽に関してだけは、花形の勘かんは異様に鋭いのだ。
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　小樽たちが罠わなに落ちたあの黄禁城の謁えつ見けんの間には、天井や壁にヒビが入るのではないかと思えるほどの大だい音おん声じようが響きわたっていた。

「陛へい下か、どういうことですか!?　間宮小樽殿を逮捕なさるとは！」

　声の主は超将軍だ。

　超将軍がものすごい剣けん幕まくで、王庸平主席と四人組に迫っているのだ。

　大広間には小樽のときとは違って、本物の文武百官がそろっているのだが、だれも超将軍の剣幕を恐れて制止しようとしない。

　いや、実権を握っているはずの四人組ですら苦り切った顔をしたまま、超の言葉を聞いているのみだ。

　王主席に至っては、青い顔をして、ガタガタ震えているような印象を受けた。

「小樽殿はジャポネスの徳とく川がわ家いえ安やす殿の親書を携たずさえておられたのですぞ！　それを投とう獄ごくするとは！　陛下は国際外交の法を無視なさるおつもりか！」

　超は主君に対しても容よう赦しやがない。

　さすがに四人組の一人、斑将軍がたまりかねたように口を挟んだ。

「超飛殿、陛下に対し無礼であろう」

　だが、超はそんな斑をギロリとにらんだ。

「う……」

　鋭い眼光に斑は完全に吞のまれ、額に汗が浮かび上がる。

　同じような体格ながら、格は完全に超のほうが上であった。

「なにが無礼か！　主君が間違った道を歩み始めたとき、身体からだを張って諌いさめるのが臣下たる者の務め！　うぬらのような讒ざん言げんのみを繰り返す亡国の徒に無礼などと言われる筋合いはないわ！」

　さすがにこの言葉には四人組も気け色しきばむ。

　が、対立がさらなる局面に移ることを防いだのは、王の弱々しい言葉だった。

「超……もうやめてくれ」

　まるで叱しかる親に対し、怯おびえきった子供が許しを懇こん願がんするような口調であった。

「陛下……」

　さすがに超も言葉を詰まらせる。

　王はそのまま、逃げるように足早に部屋を出ていった。

　後ろに四人組が続く。

　残された超は納得いかない表情で立ち尽くしていた。

（昔の陛下ならばあんな態度をとることは決してなかった……。なにかが違う……なにかが！）




　廊下を歩く王の背中に、斑は怒りの声をぶつけていた。

「陛下、すぐに超の軍司令官の地位を解任すべきです！　そして反逆者として処刑するのです！」

「…………」

「陛下！」

「斑将軍の言うとおり！」

「超に死を！」

「やつは危険すぎる！」

　四人組は口々に叫ぶが、王は無言のままだ。

　やがて歩みを止め、振り返って言った。

「斑将軍、キミに軍をまとめられるかね」

「もちろんです！」

「軍の上層部はすべて超が鍛きたえ上げた軍人たちで占められている。キミは軍ではまるで人望がなかった」

「う……」

「今、超を更こう迭てつしたら、彼らはクーデターを起こしかねないぞ」

「…………」

　斑は黙り込んでしまった。

　自分の軍での不人気をよく知っていたからだ。

　彼が四人組の一人となったのも、軍人としての地位を宮廷政治の中で維い持じしようとしたためでもあった。

　口をつぐんだ斑に代わり、四人組最年長の老凱が進み出た。

「陛下、ならば超のことはしばらく放っておいて、ゲルマニアとの交渉を進めましょう」

「…………」

　王の顔がさらに陰いん鬱うつな表情に包まれた。

「老凱」

「はい」

「やはり、殺さねばだめか……セラミック仮面を」

「御ぎよ意い」

「しかし……私にはそれはできない……」

「……ならば、陛下はなにもする必要はありません」

「…………」

「我らで始末します」

「…………」

　王は哀しみの瞳ひとみで四人組を見た。

　だが、その王の哀しみを理解する者は四人組の中にはだれもいなかった。

「……間宮小樽は？」

「まもなくゲルマニアに引き渡します」

「彼のマリオネットたちは？」

「処分させました」

「そうか……」

　短く返事をして、王はふたたび歩き出した。

　今度は四人組は彼を追いかけようとはせず、廊下の隅でひそひそとなにごとか話し合っていた。

「…………」

　王庸平は孤独であった。




　　　　３




　特にその男たちになにかの使命感や思想があったわけではない。

　もっと世俗的で下げ世せ話わなことが理由だった。

「なあ、最近四人組のやつらは賄わい賂ろとかもらい放題だっていうじゃねえか」

「抜け目ねえよな、やつら」

「そこでな……ちいっとばかりオレに考えがあるんだが……」

「なんでえ兄弟、それは儲もうけ話かい？」

「そうよ」

「ははあ～ん、だいたいわかるぜ」

「上のやつらが好き勝手やってるんだ！　オレたちだって少しぐらいおこぼれに与あずからせてもらったって悪かねえだろ」

「のったぜ、兄弟！」

「見ればこいつはかなり高性能なブツみたいじゃねえか」

「このまま命令通り処分しちまうのは惜しいってわけだな」

「そうよ、そうよ。おめえがわかっててくれるなら話は早い」

「まかせとけ。こう見えてもオレァ昔、整備屋だったんだ。メモリーにリセットかけて、上書きするくれえ朝飯前よ」

「いいぜ、いいぜ」

「横流しか……アテはあるんかい？」

「ある……知り合いに小回りの利きくヤツがいてな。そっち方面の商売はばっちりよ」

「なに、オレたちがなにかしたところでわかるもんかい。最近、どいつもこいつもたるんでるからな」

「いいことだぜ。ヒヒヒ……」

「どうせ廃はい棄き処分にされちまうんだ。新しい人生歩めるこいつらも幸せってもんだぜ」

　男たちは低い声で笑い合った。

　彼ら二人の足あし許もとには六体のマリオネットが転がっていた。

　それはマリオネット用の弛し緩かん剤ざいを射たれて気絶したままのライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、パンター、ルクスであった。
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「ねえ、小樽クン、ボクたちどうなっちゃうんだろ」

　壁際にしょんぼりと座り込んだまま、花形が言った。

　情けない顔であった。絶望の二文字しかない。目が死んでいる。

　対照的に小樽は元気だった。

「うるせー！　あきらめてたまるかい！　オレは往おう生じよう際ぎわがわるいんでぇい！」




　ガンガンガンガンガンガンガン！




　さっきからずっと鉄の扉を叩たたき続けている。

　無駄だとわかっていてもなにかやらずにはいられないのだ。

　ライムたちが必ず助けに来てくれる──さすがにそう思うほど小樽は楽天家ではなかった。

　むしろあの状況だ。

（オレがみんなを助けるんだ！　みんな、待っててくれ！）

　その思いが小樽に鉄の扉を叩かせていた。

　時には蹴けりつけ、体当たりし、あらゆることをやってみる。

「オレは絶対にあきらめねえ！」

　すでに爪つめは折れ、拳こぶしの皮はむけている。

　痛みを感じないと言えばウソになるが、気にはならなかった。

　張りつめた気持ちのほうが強い。

「…………」

　セラミック仮面はそんな小樽を黙って見つめていた。

「無駄なことを……」とは言わなかった。

　小樽という人間にセラミック仮面は興味を抱いていた。

「なぜだ？」

　短くセラミック仮面がつぶやいた。

　それは小樽に聞くというよりも、思っていたことが思わず口に出てしまったという感じの問いかけだった。

「あん？」

　小樽がセラミック仮面のほうを向いた。

「なぜそうまで必死になる？」

「別に命が惜しいわけじゃねえぜ！」

「…………」

「あいつらの思い通りになるのがいやなんでぇい！　それにもう一つ……」

　小樽の顔が決意の表情になる。

　それをセラミック仮面は見逃さなかった。

「オレを待っている六人の女がいるのさ！」

「女だと……？」

　驚きの声がセラミック仮面からもれる。

「女とは……どういうことだ？」

「オレには女がいるんだ！　ただし、もちろん生身じゃねえ……だけど、心はあの伝説の女だ！」

　ドアを叩く手を止め、小樽は叫んだ。

「……マリオネットのことか？」

「確かにマリオネットだ。だけど、乙女おとめ回かい路ろのついた……オレにとっちゃ本物の女だ！」

「乙女回路だと!?」

　先ほどよりもさらに大きな声がセラミック仮面からもれた。

「間宮殿……貴君はいったいなにしにこの西安シーアンに来られた？　家安殿の親書を届けに来ただけではあるまい」

「オレは……」

　一瞬、小樽は躊ちゆう躇ちよする。

　西安に来た本当の理由を、この素す性じようもわからない謎なぞの男に話していいものか!?

（ええい、ままよ！）

　次の瞬間、小樽は叫んでいた。

「オレはこの西安にあるという、ローレライ・システムのホストコンピュータを探しに来たんだ！」

「それでは貴君は……」

　セラミック仮面はふらふらと小樽に近づいてきた。

　そのままガシッと小樽の肩をつかむ。

「貴君は女性復活を!?」

「あ、ああ……でも、なんでそれを？」

　そのときだ。




　ガシャッ！




　鉄の扉から鍵かぎの音が響く。

「！」

　小樽も、花形も、セラミック仮面もそちらを見た。

　扉が開き、最初に三人の目に入ったのは銃口だった。

　続いてそれを持つ人物──斑将軍だ。

　いつの間にか狭せまい牢ろうの中に四人組が勢せい揃ぞろいしていた。

「てめえらっ！」

　銃の存在を無視して、激げつ昂こうした小樽が飛びかかろうとする。

「お、小樽クン！　だめだよ！　危ない！」

　それを必死になって止めたのは花形だ。

「ふん」

　斑はそんな小樽に対して嘲るように笑うと、そちらを無視して、まっすぐにセラミック仮面を見た。

「セラミック仮面殿……貴殿の運命が新たに決まり申した」

「…………」

　セラミック仮面は無言のまま、立ち尽くしていた。

　セラミック仮面の沈黙は、本人よりもその運命を決した者たちに重苦しさを与えていた。

　四人組のいずれも険けわしい表情となっており、額に汗を浮かべている。

「どうした？」

　セラミック仮面が短く問いかけの言葉を発する。

　しかしその、なんと重々しく威い厳げんのあることか。

　小樽は、さっきまで希薄だったセラミック仮面の存在感が、今や何十倍にも膨ふくれ上がり、四人組を圧倒しているのを感じていた。

「う……」

　四人組は完全に気け圧おされている。

　たまりかねたように斑が叫んだ。

「セラミック仮面殿、お見苦しい真ま似ねはおやめください！　これは我が国のためなのです！　あなたによってこの国は救われるのです！　我らが正しいのです！　今さら運命を受け入れることを拒否されても……」

　斑は混乱していた。

　さきほど小樽を嘲笑したときの余裕はまるでなくなっている。

　斑の言葉に隠されているもの、それは後ろめたさだ。そのため、必死に自分たちを正当化しようとしているのだ。

「私はなにも言っておらんよ」

　相手を揶や揄ゆした、どこか事態を面白がっている口調でセラミック仮面が言った。

「うう……」

　思わず斑は口ごもってしまう。




　スッ……




　セラミック仮面がなにげなく一歩前に進み出た。

　四人組は、おそらく無意識に、セラミック仮面に合わせるように一歩後退していた。

「どうした？」

　ふたたびセラミック仮面があの問いかけを口にした。

「おまえたちが自分が正しいと思うのなら、おまえたちの言う運命──この私を撃うつがいい。さ、どうした？」

「ううう……」

「悪人は悪人たることを証明せねば大成せぬ。私一人撃てぬおまえたちは所詮は小悪人。ゲルマニアに今の私と同じように銃を突きつけられる日も近いな」

「うう……」

「その日を草葉の陰かげから見ててやる。さあ、撃てっ！」

「バカにしやがってぇぇぇぇぇっ！」

　斑が叫んだ。

　指に力を込める。

　が──銃の発射音は聞かれなかった。

　四人組はセラミック仮面に集中するあまり、小樽たちのことをすっかり失念していたのだ。




　ドガァァァァァァァッ！




「ぐわぁぁっ！」

　真横から小樽がまともに斑に体当たりし、その肘ひじを腹にめり込ませていた。

「でぇぇぇぇぇぇい！」




　ドゴォォォッ！




　さらに続けざま、小樽の延えん髄ずい蹴げりがまともに斑の首を直撃する。

「ぐぉぉぉぉ……」

　斑は顔面から床に突っ伏した。

　拍子に手から銃が飛ぶ。

　受け止めたのは花形だ。

「やった！　小樽クン、銃を……あれ？」

　花形が銃を構え、小樽を援護しようとしたときには、すでに戦いは終わっていた。

「ぐががが……」

「うげげ……」

「おごぉぉ……」

　斑の横に、三人の老人たちがいずれも顔に痣あざを作って倒れていた。

　彼らの向こうで小樽がパンパンと手を払っている。

「けっ、口ほどにもねえ」

「見事だ」

　セラミック仮面がつぶやいた。

「さて、脱出するとしよう」

　四人組を牢に放り込んで鍵をかけると、セラミック仮面は歩き出した。

「どうするんでぇ、これから？」

「この仮面がとれればさらなる大逆転が可能だったんだが……ここは逃げるしかない」

　セラミック仮面の口調は例の淡々としたものに戻っていた。

「な、あんた、結構熱いヤツだったんだな」

　小樽はさっきのセラミック仮面の態度を思い出して言った。

「なに、ああやってあいつらを挑発して、隙すきを作ればあとは貴君がなんとかすると思ったのだ」

「ちぇっ、調子いいぜ」

「それに……もはやこの国に未来はないと思っていたが、希望が出てきたのでな」

「あん？」

　セラミック仮面が小樽のほうを振り向いた。

　あいかわらず表情はわからないが、小樽にはセラミック仮面が笑っているような感覚を受けていた。

「さて！　オレはライムたちを助けに行くぜ！」

　勇いさんで叫ぶ小樽に、一転してセラミック仮面は冷静な口調で言った。

「やめておけ」

「なんでだよ！　オレは助けに行くったら行くんでぇい！」

「小樽クン、あんなクズ鉄ども放っておこうよ！　それよりこの花形美剣とともに愛の逃避行……」

「勝手にやってろ！　オレは行くぜ！」

　小樽が一気に走り出そうとしたときだ。

　セラミック仮面の手が小樽の肩をつかんでいた。

「やめておけ。彼女たちが乙女回路を持ったマリオネットだというのなら、大丈夫だ」

「えっ？」

「この広い黄禁城……マリオネットを捜している間に必ず捕まってしまうのがオチだ。それよりもここは一旦脱出して出直すほうが得策だ。私を信じろ」

　あの四人組を圧倒したときと同じ威厳と気迫がセラミック仮面の言葉にはあった。

「……わかったぜ」

　小樽は悲痛な表情のままうなずいた。
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　あの騒動から三日が経たった。

「この顔にピンときたら一一〇番」

　今や小樽、花形、セラミック仮面の写真は市内中に貼はられている。凶悪犯として指名手配され、懸けん賞しよう金きんまでかけられていた。

　その手配写真を食い入るように見つめる二人の男の姿があった。顔中ヒゲだらけで、サングラスをかけている。

「ったく、凶悪犯とはなにごとでぇい！」

「ボクはもっといい男なのに……ブツブツ」

　そう、この二人は小樽と花形の変装であった。

　さすがにセラミック仮面は外に出ると目立ちすぎるため、二人が食料の調達などをやっているのだ。

　三人は城を脱出して、街の外れのあばら家に落ち着いた。カオスのような西安の街にはそんな空き家がごろごろしている。

　連日、深夜になるとセラミック仮面は出かけていく。だれかと連絡をとろうとしているらしい。

　セラミック仮面の仮面は結局どんなことをしてもとれなかった。最後は思いっ切り巨大なカナヅチでぶっ叩いても無駄であった。

「まあ仕方がない……」

　とれないことがわかった後でもセラミック仮面の口調は例の淡々としたものだった。

「しかし、こいつをかぶっている限り、動きは慎しん重ちように行わねばならぬな」

　そういうわけで三日経った今も大きな変化はなかった。
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　その間、小樽と花形にできたことは食料の確保だけだった。城を出るときくすねてきたいくつかの物品が資金として役に立った。闇やみ屋やは無数にあったし、盗品とはわかっていても西安では三日も経たないうちに買い手は現れる。

「ちぇっ、行こうぜ」

　小樽と花形はようやく手配書の前から歩き出した。

　食料を買う店は毎日のように変えていた。

　あまり同じ店から買い続けるとどんな詮せん索さくをされるかわからない。

「今日はこっちに行こうよ、小樽クン」

「ああ……」

　小樽は浮かない顔で歩いていた。

　心配事はもちろんライムたちのことだ。

（みんな無事だよな……）

　この三日間、もちろんライムたちがどうなったか情報はない。

　昨日はとうとう夢にまでライムたちが出てきた。




　暗い闇の中で全員が小樽の名を呼んでいるのだ。

「小樽ぅ～、小樽、どこ？」

「マスター!?　マスター、どこにいらっしゃるのですか？」

「小樽！　あたしを捨てたのかい？」

「出てきてください小樽様！」

「小樽！　早くオレのもとに来てくれ！　小樽！」

「小樽……」

　全員の呼びかけに応こたえようと小樽は必死にその場所に行こうとするのだが、泥のように闇が腰までからみついて、一歩も前に進むことができない。

（ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！　ルクス！　パンター！　ティーゲル！）

　声すら出すことができない。

　悶もん々もんと絶望感に苛さいなまれ、汗びっしょりの状態で小樽は目を覚ました。




　それが今朝のこと。

（みんな……）

　小樽はうつむいたまま、歩いていた。




　ガラガラガッシャァァァァン！




　小樽が顔を上げたのは、そのけたたましい音を聞いたからだ。

　その音はすぐ脇わきの店から響いてきた。

　磁器、陶器、ガラス器が所狭せましと置かれている。食器などを売る店だ。

　が、今は床に派手に破片が散らばっていた。

「なんだ、おまえは高性能マリオネットだっていうから買ったのに！　とんだ欠陥商品だ！」

　店の主人がもの凄すごい剣幕で叫んでいる。

　店の軒先にチャイナ服を着て、西安ふうに髪を結ゆったマリオネットが倒れていた。

「ごめんなさい、マスター」

　顔を上げてあやまるマリオネットを見て、小樽の動きが止まる。

「！」

　小樽は愕がく然ぜんとそのマリオネットを見つめていた。

「マスター、ごめんなさい、ごめんなさい」

「ったく、そういうところだけおまえは人間くさいな！　無駄な機能ばかりつきおって！」

（ああ……）

　服や髪形は違っても、彼女の顔と声を間違うはずがない。だれよりもよく知っているマリオネット──

「ライム！」

　小樽はそのマリオネットに向かって駆け出していた。

　道端に倒れたマリオネットに手を伸ばす。

「ライム！」

　抱き起こすなり、小樽は叫んだ。

　間近で見れば絶対間違いない。ライムだ！

「ライム！　ライム！　よかった！」

　だが、ライムはキョトンとした顔で衝撃的な言葉を口にした。

「キミ、だれ？」

　瞬間、小樽の意識はまっ白になった──
















第三章　思い出してくれ、ライム！
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　呆ぼう然ぜんと小お樽たるは目の前のマリオネットを見つめていた。

「うそ……だろ」

　ライムに間違いない。

　顔も声も、その性格も、わずかなしぐさもすべてライムであることを示している。

　それなのに──

「ねえ、キミだれ？」

　彼女はキョトンとした顔で小樽のほうを向いていた。

「おい、アンちゃん、アンちゃん！」

　店の親おや父じが近づいてきて、不ふ機き嫌げんそうな表情で言った。

「困るんだよ！　店のマリオネットに勝手なことしてもらっちゃ！」

　店の親父には少しばかり冷たい汗も浮かんでいる。

　というのも、この親父、このマリオネットが盗品、もしくは横流し品であることを承しよう知ちで闇やみ屋やから買ったのだ。

　だれが見てもこの場合、このマリオネットと目の前の不自然なヒゲの男（小樽のこと）がなにか関係あるとわかる。

　こういうのは追い払うに限る、というわけだ。

「商売の邪魔だ。さっさとどっか行ってくんな」

「そうだよ、おた……じゃなかった、愛いとしいキミ、行こうよ」

　親父の言葉には思わぬ所から同調者が出た。

　花はな形がただ。

　花形にしても目の前のマリオネットがライムであることはわかる。が、彼女はどうやら処理を施ほどこされていて、過去の記憶がなくなっているらしい。となれば好都合。

　せっかく消えた恋こい敵がたきに戻ってきてもらっては困るのである。

　だが、親父の言葉も花形の言葉も小樽には聞こえていなかった。

「ライム、わかんねえのか!?　オレだよ！」

　真しん摯しな表情でじっとライムの目を見る。

「…………？」

　が、ライムからの反応は鈍にぶい。

「ライム！」

「…………」

「ライム！」

　必死の小樽だったが、横でイライラはらはらしていた親父がついにキレた。

「そうかい！　どうしてもどかねえっていうんだったらこっちにも考えがあるぜ！」

　アチョーとばかりに親父がクネクネと身体からだを曲げる。

「西安シーアン四千年の神秘、カンフーの味をたっぷりと味わわせてやるぜ！」

「西安って建国からまだ三〇〇年……」

「黙ってろい！」




　ドガッ！




「ぐえっ！」

　余計なことを言った花形は顔面にまともに拳こぶしを入れられて吹っ飛んだ。つくづく殴られる運命にあるやつである。

「アチョォォォォォォォォォォォォッ！」

　親父の手が小樽めがけて飛ぶ。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォッ！




「ぐぇぇぇぇぇぇ……」

　だが、顔面に拳を受けてひっくり返ったのは親父のほうだった。

　小樽は親父のほうを見もせず、無む造ぞう作さに拳を突き出していた。それに親父が自分から飛び込み、カウンターの一撃をもらったというわけである。

「ライム！　ライム！」

　小樽はなおもライムに向かって呼びかけていた。

　このとき、小樽にも一つだけ思いがけないことが起こっていた。というよりもついうっかりと忘れていたことが。

　親父にカウンターを放ったとき、ずるりとヒゲがとれて落ちてしまったのだ。ライムに夢中の小樽はそれに気づいていなかった。

「やややややっ！　お、おまえは前科二〇〇犯の超凶悪犯、間ま宮みや小樽！」

　起き上がった親父が叫んでいた。市内の手配書にはそう書かれていたのだ。

「だれか！　だれか来てくれ！　脱だつ獄ごく犯はんだ！」

「やばい、小樽クン！」




　ファンファン……ファンファン……




　近づいてくるパトセイバーのサイレンの音で小樽もようやく我に返った。

「こっちだ、ライム！」

「えっ!?」

　小樽はライムの手を引き、走り出した。

　なぜか身体が動き、ライムもそのまま小樽に従った。




　　　　２




「間宮小樽、市内で発見！」

　その報告はすぐさま黄こう禁きん城じようの四人組のもとにもたらされた。

「殺すな！　なんとしても捕らえろ！」

　斑将軍が例の大だい音おん声じようで怒鳴る。

　四人組の前には大きな作戦卓があり、そこには西安市街の地図が映し出されていた。中央の市場に白い光点があり、移動している。それを無数の赤い点が追っていた。白い点が小樽たち。赤い点が警官セイバー──パトセイバーだ。

「間宮小樽を捕らえるのだ！　でなければ……セラミック仮面の居所が……」

　四人組のどの顔も緊張感で強こわばっている。

　小樽たちが脱走して以来、彼らはまんじりともしない夜を過ごしていた。

　セラミック仮面の存在が公おおやけになれば、彼らの政治的立場を無に変えてしまう。

　もっとも、仮面が脱げることは九九・九九九九九九九九九九％あり得ない、という科学局からの回答が彼らの気持ちを若じやつ干かん和やわらげていたが。仮面が脱げなければだれが彼の正体に気づこうか!?

「ええい、こんなことならさっさと殺しておけばよかったのだ！」

「しかし、陛へい下かが……」

「陛下のことはあとでどうにでもなった。言いたいことは言わせておけばよかった。やはりおぬしらの決断が……」

「そなたも同罪じゃ」

　四人組の言い争いが続く中、白と赤の光点は刻々と移動していた。




　　　　３




　小樽たちはひたすら走っていた。

　通りを駆け抜け、人の間をくぐり抜け、ときには店の中に飛び込んだ。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「なんだ、なんだ!?」

　あちこちで騒ぎを巻き起こし、小樽たちの通ったあとには人々の悲鳴やら怒声やらが交こう錯さくした。

　が、パトセイバーは執しつ拗ようだった。

　小樽追跡に邪魔な障害物はすべて破壊して進む。司令部──すなわち四人組からあらゆることに優先してよいとの指令が出ていたからだ。

「花形、遅れたらおいてくぞ！」

「わ～～～～ん、小樽くぅ～ん！」

「…………」

　小樽に引っ張られて走っているうちに、記憶を失っているはずのライムは不思議な感覚を覚おぼえていた。

（なんだろう……こういうこと前にも……）

　ぼんやりと浮かぶものがある。

　横にいる少年と一緒に走っているイメージ──それはまだ小樽とライムが出で逢あったばかりのジャポネス城での追いかけっこの記憶だ。

　記憶メモリーをリセットされ、失われたはずの記憶が浮かんでいるのだ。

　これはいったい──

「ボク……」

　不ふ意いにさっきまでの店の主人のことが思い出された。回路に主人に対する信頼、忠誠がセットされている。そのプログラムが足を止めようとした。

　そのときだ。




　ギュッ……




　小樽がライムの手を強く握にぎりしめてくる。

　温かいなにかがそこからライムの心を刺激した。

「ライム、こっちだ！」

　強い意志を秘めた小樽の目がライムのほうを向く。

　改めてその目を見たとき──




　ドキッ！




　ライムの心は大きく震えた。

　気がつけばライムは心の動きを無意識のうちに自覚していた。それは本来、マリオネットにはあり得ないもの。

　さっきまでの主人との間では一度も感じたことのない感情がライムに大きく働きかけていた。

　主人用にセットされていた忠誠が一瞬にして失うせる。

　ライムの中から、店に戻らなきゃという思いはなくなっていた。

（この人……ボクは知っている？）




　ドキドキ……




　鼓こ動どうがライムの中で大きくなっていく。

　それはさっきまであることすら忘れていた乙女おとめ回かい路ろが発したものだった。




　ファンファン、ファンファン……




「ちいっ、しまった！」

　路ろ地じ裏うらで、前からもパトセイバーのサイレンの音が聞こえてきたのはそんなときだった。

「か、囲まれたよ、小樽クン！」

　前と後ろ、確実にサイレンは近づいてくる。

「てやんでえ！」

　小樽がやぶれかぶれの気持ちを固めようとしたそのときだ。




　グイッ……




　不意に小樽は建物の陰から腕を引かれた。

「！」

　焦あせって振り向いたとき、そこには編あみ笠がさをかぶった男が立っていた。

　編み笠の下は滑こつ稽けいな陶とう器きの仮面──

「セラミック仮面の旦だん那な！」

「小樽殿、こっちだ」

　短く言い残して走り出したセラミック仮面のあとを小樽は追いかけた。

　迷いはない。

　どうせここにいても袋ふくろ小こう路じだからだ。

　セラミック仮面は建物の中に入っていく。

　その奥にダストシュートとおぼしき小さな扉があった。

「さあ、ついてきたまえ」

　セラミック仮面はそこに飛び込んだ。

「ええい、ままよ！」

「あ……」

　ライムの手を引いたまま、小樽もその中に飛び込む。

「え～と……え～と……」

　一人花形は躊ちゆう躇ちよした。

　そりゃそうだ。いつもこういうシチュエーションだとまず間違いなくあとでひどい目に遭あっている。

（行くのやめようかなぁ……）

　が、ダダダ……と接近するパトセイバーの音に身体のほうが反応していた。

「うわっ、あ、そんなぁ……！」

　花形の身体もそのダストシュートの中に消え、あたりは静せい寂じやくに包まれた。




　　　　４




〈西安の者たちは間宮小樽を見失ったようでございます〉

　通信画面の向こうにクルルンとカールしたヒゲが見える。

　ミュヒハウゼン男だん爵しやくだ。

　こちらでミュヒハウゼン男爵の報告を受けている男はスキンヘッドで、狡こう猾かつそうな笑みを浮かべている。ゲルマニア科学相にして、ファウスト総そう統とうの側そつ近きん中の側近ドクター・ヘスその人だった。

「そうか……しかし、そんなことは関係ない。どうせ間宮小樽など我がゲルマニアの世界戦略の中ではちっぽけな存在だ」

〈はっ！〉

「ミュヒハウゼン男爵……貴き君くんは今までどおり振る舞えばよい。せいぜい西安の連中を脅おどすことに喜びを見いだしたまえ」

〈ありがとうごさいますです〉

「こちらはすでに西安方面軍の展開を終えた」

〈ははっ！〉

「例の実験を忘れずにな」

〈おまかせください！　そもそも我わが輩はいが考えますところによれば……〉

　ミュヒハウゼン男爵がなにか言いかけたのを無視してヘスは通信を切った。男爵がなにを言おうとしたのかはわからないが、それが聞いてもまるで価値のないことだけはわかっていた。許きよ容よう範はん囲いの広いヘスであったが、男爵との通信は時として不快の原因となる。それを前もって予防することは、男爵から西安の情勢をこれ以上聞くよりも重要なことであった。




　シュン……




　ドアの開く音が響いて、ヘスが振り返る。

　思いもかけない人物が立っていて、さすがにヘスの顔から一瞬、例の狡猾な笑みが消えた。

「これはこれは……私の部屋においでくださるとは。総統閣下」

「…………」

　入口で無言で立っていたのはゲルマニア総統ファウストであった。彫ちよう刻こくといっても差し支えないほどの彫ほりの深い顔は冷れい厳げんな雰囲気をかもし出している。いかなる感情もその表情から感じられない。

「西安での作戦は順調です、総統閣下」

「ふむ……」

「現地の指し揮き官かんは……少し能力に難なんありですが、場合によっては失ってもかまいませんので」

「……間宮小樽はどうした？」

　表情を変えず、ファウストの口から出た名前に、ヘスは怪け訝げんな表情を作るが、すぐに例の笑みを浮かべて言った。

「西安首脳部のミスにより逃亡されたようですな。例のマリオネットたちは処分されたとの報告が入っております」

「……本当か？」

　あくまでファウストの口く調ちようは変わらなかったが、瞳ひとみにわずかに変化が現れていた。瞬間浮かんだ表情は……落らく胆たん？

「気になりますか、総統閣下？　間宮小樽の行動が？　それともかつての愛あい玩がん道具どもの運命が？」

　ヘス独特の皮肉の込められた言い方だった。

　おそらく、ヘス以外がこのようなことを口にすれば、すぐに銃殺刑が待っていただろう。

　だが、ファウストは感情を顔に出すことはなかった。

「……私も俗ぞく物ぶつだということだよ、ヘス君」

「総統閣下が俗物？　これは異いな事を。この世に現れた世界精神の具現化……それがゲルマニア総統にして世界の支配者たるファウスト様。神の領域にもっとも近いあなたがそのようなことをおっしゃられては、私ども真の俗物の立場がありませぬなあ」

　ヘスの揶や揄ゆしたような言い方は続く。

「…………」
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　わずかに鋭い視線がヘスに飛んだ。

「……これは失礼を」

　そう言いながらも、ヘスに鼻はな白じろんだ様子はない。

「ヘス君、キミは私のことを世界精神の具現化と言ったね。そのとおりだ。だからこそ私に失敗や敗北があってはならない！　自らのアイデンティティを守るためにはあの間宮小樽が邪魔なのだよ。そして、あのマリオネットどもがね！」

「…………」

「私の……いや、ゲルマニアの……いや、このテラツーの悲願を達成するために、私はやらねばならぬことが数多くある！　それをあのようななにも知らない小こ僧ぞうに！」

　ファウストは初めて感情らしい感情を爆発させた。怒りだ。それは小樽に……そして、未いまだ目的を達し得ていない自分に向けられていた。

　ファウストの言うテラツーの悲願とはいったいなんなのか？

　一つだけわかることは、それは小樽の求める女性復活とは大きく異なるということだった。

「力だ！　ヘス君、力だよ！」

「わかっております」

「マスケルⅠは敗北した。次も敗北するようなことがあればもう一度乙女回路を手に入れねばならぬな」

「……御ぎよ意い」

　ただひたすら強力な兵器を求めるファウストの真意は？

「…………」

　部屋を出ていくファウストの後ろ姿を見送りながら、ヘスは硬い表情となっていた。

　編み込まれた縄なわは少しずつ伸びている。が、その先の障害はまだ多い──

「すべてはこの星に漂着したときから始まっていた……か」

　つぶやいたヘスの顔には、あの笑みが浮かんでいた。




　　　　５




　シュゴォォォォォォォォォォォッ！




　滑すべり台……というよりもジェットコースターだ。しかも安全装置なしの。

「おわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽たちはもう何十分もその滑り台を滑り落ちていた。

「きゃは！」

　いつの間にかライムが笑っている。そのスリルを楽しんでいるのはライムだけだ。

（なんか楽しい……なんだろ、この楽しさ!?）

「ジャンプするぞっ！」

　先を行くセラミック仮面の声が響いてくる。

「えっ？　ジャンプ!?」

　そう思った次の瞬間、セラミック仮面の姿が前から消えた。いや、違う。彼はいた。空中に。

「いいっ!?」

　滑り台はそこでなくなっていた。

　小樽がジャンプの意味を悟さとったとき、小樽の身体も空中に放り投げられていた。

「おわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「きゃははははははははははははははっ！」

　空中で青ざめる小樽と違い、ライムは絶好調だ。

「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ？」

　後方から花形のひときわ長い悲鳴が轟とどろいた。

「おわっ！」

　下は凄すさまじく深い穴で、底はまるで見えない。小樽たちはそこを飛び越えているのだ。

「いっ!?」

　前方に洞どう窟くつが見えてくる。

　もうセラミック仮面はその洞窟の入口の所に立っていた。セラミック仮面の身体と対比すれば、入口はかなり広いことがわかる。が、空中の小樽から見れば、それは針の穴ほどの大きさだ。その洞窟以外は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。

（南な無む三さん！）

　小樽は思わず目を閉じた。




　ドゴッ……ゴロゴロゴロゴロッ！




　地面と激突した痛みが身体に走る。そのまま小樽の身体は転がった。

（た、助かったのか!?）

　小樽はようやく目を開けた。

　仰あお向むけの小樽の目に岩の天てん井じようが飛び込んでくる。

　見事、洞窟の中に着地したのだ。

「運がよかったな。よくここでは着地に失敗して人が死ぬ」

　セラミック仮面が淡たん々たんと言った。

「あのなぁ！」

　セラミック仮面の冷静さに、小樽は腹が立つというよりも呆あきれた。

「おもしろかったぁ！」

　横でライムが満足そうに満面笑みを浮かべている。

「こんなこと初め……ううん、前にも何度かあったような……」

　笑顔がすぐに不思議そうな表情になって小樽のほうを見た。

「あ……」

「え……」

　二人の視線が合う。

　ライムは小樽の熱い視線に、小樽はライムの今までにない新鮮な反応に、思わず顔を赤くした。

「あの……」

「えっと……」

　二人がなにかを言い出そうとしたときだ。




　ドガァァァァァァァァァァァァッ！




　轟ごう音おんが響く。なにかが岩にぶつかった音だ。

「ふむ……なんとも悪運の強い」

　洞窟の端から絶壁をのぞき込んだセラミック仮面が感心したような声を出した。

「[image: ]、だ、[image: ]、ぐ、[image: ]……」

　絶壁に花形がめり込んでいた。




　　　　６




　セラミック仮面に連れられて、小樽たちは洞窟を奥に奥にと歩いていた。

　どこに行くのかは知らない。が、セラミック仮面には確たる考えがあるようだ。

　小樽はすでにセラミック仮面を信頼しきっていた。

　その小樽の横を歩きながら、ライムはぼんやりと思っていた。

（なんだろ……ボク、こんなにドキドキして……）

　もちろんまだ記憶は戻っていない。けれど、ライムにとってそれはあまり重要ではなくなっていた。

　過去にこの少年と会ったことがあるのかどうかはわからない。少年の言うとおり会っていたのかもしれない。でも、そうであろうとなかろうと、ライムにとって横にいる少年はともかく大きな存在になっていた。

　少年の温かさがライムの身体中に広がる。

　歩いているとき、わずかに身体が触れるだけで、ドキドキとした振動で動どう力りよく炉ろが吹っ飛びそうになる。

（人を好きになる……）

　恋に落ちる──

　愛や恋……機械であるはずのライムはそれをしっかりと感じていた。いや、不自然な形──一方の性だけで生存する人間たちよりもそれは確かかもしれない。少なくとも女性的な感覚は今やこのテラツーでは乙女回路の中にしかないのだ。

（ボクはこの人が好きなんだ……そして、この人もボクのことを好きでいてくれるのかもしれない！）

　想像の翼つばさは広がり、ライムはたまらなくうれしくなる。




　スッ……




　自然と手が動いた。

「ラ、ライム!?」

　ライムの手が小樽の手を握にぎったのだ。

　が、このときはすぐに照れたように引っ込めてしまう。驚いて小樽が振り向いたとき、小樽の目を見るライムの瞳はおどおどした小動物のそれだった。

　嫌きらわれないかな──

「えっと……!?」

　小樽は戸と惑まどっていた。

　未いまだライムの記憶が戻っていないことはまず間違いない。が、それなのに今のライムの行こう為いはいったいなんだ!?──

　ライムの瞳から発せられる熱い視線を小樽は感じていた。

「ライム……!?」

　ライムがふたたび、はにかんだようにおずおずと手を伸ばしてきた。

　小樽の手まであとほんの数センチのところでその手は止まる。そのまま数秒が過ぎ、いつの間にか小樽もライムと同じ気持ちになっていた。




　ドキドキドキドキ……




　小樽の胸も高鳴っている。

（いいよな、手を握るくらい……）

（いいよね、手を握るくらい……）

　両者の欲求は一気に雲を突き抜けるほどの高みへと到達し、それは不意に目標めがけて落下した。

　行動は小樽が先だった。

「あ……」

　小樽の手がライムの手に触れ、次の瞬間、小樽の指がライムの指を覆おおっていた。




　ドキン、ドキン、ドキン、ドキン……




　二人は見ている者が呆れるほど顔を真まっ赤かにして、硬こう直ちよくしていた。緊張といってもいい。歩いてはいるのだが、その動きのなんと不自然なこと。

（ライム……）

（えっと……小樽…様…だっけ……）

　二人の時間は止まっている。世界中の感覚で二人に刺激を与えることができるのは、お互いの手の感触だけだ。世界は二人のもの。二人だけの世界が彼らを包み込んでいた。

「むかむか！」

　花形がさっきから今にも激げき発はつしそうな顔でイライラしている。そして、その導火線がついになくなったそのときだ！




　ガシィィィィィ……




「なんだぁ？」

　洞窟の奥に金属音が響きわたる。なにかが洞窟の奥に立っていた。

「マリオネット……？」

　わずかな光の中、女性的なフォルムが見える。

「いかん！」

　セラミック仮面が、この人にはめずらしく、焦あせったような声を出した。




　　　　７




　姿を現したのは金属の装そう甲こうで覆われたマリオネットだ。顔も目の部分以外すべて装甲で覆われていて、女性的な部分はその身体ボデイラインだけ。

「護ご衛えい騎き士しか……！」

　セラミック仮面が舌打ちするのとほぼ同時だった。




　ザッ！




　護衛騎士が一気に動いた。

　凄すさまじい加速。背からもの凄すごい量の排気ガスが噴ふき出る。戦闘用に完全に特化された機体らしかった。

「おわぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　意識するよりも早く身体が反応していた。小樽も花形もゴロゴロと地面を転がる。




　ドゴォォォォォォォォォォォッ！




　今まで小樽たちの身体があった空間の後ろの壁が、護衛騎士の一撃により大きく吹き飛んでいた。

「あれ……？」

　だが、この騒動をライムは呆ぼう然ぜんと見ていた。主人の身を守るという防衛プログラムはこのとき、小樽相手には入力されていない。

「えっと……ボクはどうすれば……？」




　ザシュッ！




　小樽と花形、さらにセラミック仮面は仲良く頭を下げた。その上を護衛騎士の手しゆ刀とうが突き抜けていく。

「なんなんでぇい、こいつは!?」

「このセラミック仮面さえなければ、このようなことには……」

「わっ、小樽クン、来たぁぁぁっ！」




　シュゴォォォォォォォォ……




　護衛騎士が一直線に小樽たちに向かって迫ってくる。セラミック仮面、花形はそれぞれ左右に逃れたが、小樽の動きは一瞬遅れた。

　そして──




　ガッ……




「うわっ」

　小樽は小石につまずいて、その場に倒れ込んでしまう。

　護衛騎士がさらに迫る。

「小樽殿!?」

「小樽クン！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽の顔が歪ゆがむ。もちろん、やられるという恐怖でだ。その瞬間の表情をライムの目は見逃さなかった。

（小樽……！）

　なにかがライムの頭の中で弾はじけていた。

　さっきまでの小樽の温ぬくもりがライムの心を熱くする。

「小樽ぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　記憶を取り戻したわけではない。が、それでもライムは走っていた。

　愛する人を守るため──

　記憶回路から消えているはずの愛する人を！

（小樽を守る！）




　ザシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！




　ライムの一撃は正確無比。

　飛び出して放った拳は確実に相手の胸を破壊していた。硬そうに見えた装甲をも貫いて。

「やった！」

「ほう……」

　小樽の喜びの声と、セラミック仮面の感心したような声が同時に出た。

「やったぜ、ライム！」

「えっと……ボク……」

　ライムはまた不思議な感覚にとらわれていた。

　小樽を守るというその行為──それはライムにとって、自分のアイデンティティそのものなのだ。そして、ライムはそれをやってのけた。

「ライム！」

（あ……）

　小樽がライムに抱きついてくる。

　ライムは抵抗せず、素直に小樽に身をまかせた。小樽の温もりがライムの全身を包み込む。そして、小樽の心臓の鼓動がライムの身体に響いてきた。

（ボクは……）

　小樽を愛しいと思う気持ちをはっきりと自覚する。

（この人……小樽を……）

　ライムの頭の中を覆っていた霧のようなものがゆっくりと晴れ始めた。
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　しかし──

「お、小樽クン、離れてぇぇぇっ！」

　そこまで我慢していた花形がついにキレて叫んだ。

　顔を怒りで真っ赤にし、今にも嚙かみつきそうに口を開いて牙きばを剝むいている。

「小樽クン、もうボク耐たえられない！　そんな機械人形との疑ぎ似じ恋愛なんかだめだっ！」

　花形は強引に小樽とライムの間に割って入ると、二人を引き離した。

「あ……」

「花形、なにしやがる！」

　だが、このときばかりは花形のほうが迫力は上であった。げに恐ろしきは男の嫉しつ妬と。

「小樽クン！　もうやめて！　小樽クンは間違っている！」

「なにが間違っているもんか！　こいつは……ライムは乙女回路を持った女だぞ！　これは人間の本来の姿だ！」

「ちがぁぁぁぁぁぁぁぁぁう！　所しよ詮せん機械なんだよ！　人はなぜ愛し合うかわかるかい、小樽クン！」

「えっ!?」

「それは生せい殖しよく行為のためだよ！　子供を作り、子孫を繁栄させるために愛はあるんだ！　機械となんか愛し合ったら、この自然の大原則に反してしまう！　それは自然への実に挑戦的な行為だよ！　間違いだ！」

「ち、ちょっと待て、花形！　オレは別にそんなこと……」

「またまた！　健康的な男子だったら、絶対に生殖行為には興味を持つよ！　やりたくてやりたくてたまらない日だってあるじゃないか！　そんなとき、こんな疑似恋愛にうつつを抜かしてたら、精神がおかしくなってしまうよ、小樽クン！　人は人と愛し合うのが自然の愛の姿！　生殖行為だよ！　セックスだよ、小樽クン！　そして相手はボクだ、小樽クン！　愛してる！」

　考えてみればなんで男の花形との生殖行為が子孫を残すことになるのか、極きわめて疑問だが、花形の言葉は小樽の心に響くものがあった。もちろん、花形の個人的な思いは無視していたが。

（人は人と愛し合うのが基本……子孫を残す……）

　それはジャポネスを出て以来、ずっと考えていたことに通ずる。

　自分はライムたちに人間の女になってもらいたいのか──

　人間の女であるライムたちと愛し合いたいのか。もっと言ってしまえば、人間となったライムたちと抱き合い、さらなる行為に及およびたいのか!?──

「オレは……」

「小樽くぅ～ん、さあ、ボクと愛し合おう！」




　ドゴォォォォッ！




「う～～～ん……」

　両手を広げて飛び込んできた花形の顔面に拳をぶち込み、とりあえずぶっ飛ばす。これをほとんど小樽は無意識にやっていた。今は花形どころではないのだ。問題提起は花形の言葉によって行われたとしても。

　先のときは結論が出なかった。そして今、改めて考えてみても……やっぱり結論は出ない。

　ただ、ライムが記憶をなくしたことにより、皮肉なことに二人の仲はより親密になりつつある。

　もはやどうやっても小樽はライムを機械と見ることはできない。

「ライム……」

　小樽はふたたびライムを見た。

　が、ライムもまた花形の言葉にショックを受けていた。

（人は人と愛し合うもの……じゃあ、ボクと彼は……）

　うつむいていたライムが顔を上げる。その瞳には大きな哀かなしみがあった。心を持ちながら、身体は機械──どんな万能のパワーよりも、生身の身体を！　心が成長すれば成長するほど大きくなる悲劇──

　ライムの頭で晴れかかっていた霧はまたも深くあたりを閉ざし始めた。

「ライム！」

「あ……」

　気がついたとき、小樽はふたたびライムを抱きしめていた。ライムの瞳を見たとき、小樽はすべてを察したのだ。今の小樽がしなければならないこと。それは言葉じゃない。行動だ。

　しばらくの間、二人はお互いの感触を感じ合っていた。

　安らぎと落ち着きがゆっくりと二人に浸しん透とうしていった──




「コホン……」

　どのくらい時が経たっただろう。

　今度の二人を引き離す声は花形ではない所から出た。

「お取り込み中、悪いが、目的地についた」

「えっ!?」

　セラミック仮面の言葉に、小樽とライムは慌あわてて跳び離れた。

「えっと……あっ！」

　洞窟の奥がひときわ広くなっていて、そこに透明な柱がいくつも立っている。

　壁は剝き出しの岩だが、そのあちこちに大きな機械が埋め込まれていた。

「ここは……!?」

〈いらっしゃ～～～～～～い！〉

「え!?」

　部屋のどこからか元気な声が響いて、透明な柱すべてに光が灯ともった。

「ああっ！」

　ホスト・ローレライ──

　空間に浮かび上がった西安のローレライはやはりチャイナ服だった。
















第四章　西安のローレライ
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　西安シーアンの九龍カオルン商店街南通りにある弁べん当とう屋や『漢カン』は、創そう業ぎよう以来初めてという客の列ができていた。それは隣となりの店をはるかに超こえて、角かどを曲がってもまだまだ続いている。さらに角をいくつか曲がり、グルッとその町内を一周してきて、最さい後こう尾びが自分の店の前というほどの長ちよう蛇だの列だ。

「うぉーっ、いそがし、いそがし！　おりゃぁっ！」

　店の主人、葉勲が巨大な中ちゆう華か鍋なべをひっくり返すその後ろで、長蛇の列の原因となった人物が、にこやかな笑え顔がおで客の相手をしていた。

　人物──いや、客たちはそれを〝人〟とは認にん識しきしていなかったかもしれない。

　マリオネット──

「いらっしゃいませっ！　麻婆マーボー弁当一つですね」

　小こ柄がらで、大きなかんざしを二つ髪につけている。

　愛くるしいその笑顔。透すき通とおるような声。

　チェリーだった。

　葉勲が闇やみ市場のマリオネット屋で買ってきたのが三日前。直後、その愛あい想そうの良さと、なんとも言えないしぐさにまず常じよう連れん客きやくが騒ぎ出した。




「いらっしゃいませ！」

「あちゃー、ドジしちゃった……」

「いやん、オシリさわんないでくださいっ！」




　他のマリオネットにない人間臭さ。単に人じん工こう皮ひ膚ふが作り出しただけではない笑顔──

　噂うわさが噂を呼び、店の前に列ができるまで二日とかからなかった。




「なあ、あのマリオネットみたいなの、昔の地球じゃなんて言ったか知ってるか？」

「はあ？　なんていうんだい？」

「看かん板ばん娘むすめって言ったのさ」

「〝娘〟……？　そいつは……」

「そうさ……伝でん説せつの……。でもよぉ、なんていうか、あの子を見てると伝説のアレはこういうもんじゃないのかって思えちまうんだよな」

「……実は、オレも」

　店に来た者たちの間に強きよう烈れつな印いん象しようが植え付けられた。




『女って、こういうものかもしれない……』




　チェリーに特別な感情を抱いているのは客だけではない。葉勲もチェリーをどう扱あつかっていいか、戸と惑まどっているようだった。

「あ、そのチェリー、今日はそろそろあがっていいよ」

　葉勲は認識プレートに記しるされてあった〝チェリー〟という名前をそのまま使っていた。

「え～、本当ですかぁ!?」

「あ、ああ」

「じゃあマスター、あたし、部へ屋やの掃そう除じやってきま～す」

「あ、ああ」

　知らず知らずのうちに、葉勲はチェリーを人間同然に扱っていた。まだ出で逢あってから三日だというのに、もう葉勲の頭の中にはチェリーがマリオネットだという認識はない。

（オレはいったいどうしちまったんだ？）

　葉勲はときどき自分に問いかける。

（なんかこう毎日やりがいがあるっていうか……生いき甲が斐いができたっていうか……。やっぱりあの娘のせいなのか？）

　ここでようやく葉勲はチェリーがマリオネットであったことを思い出す。

（そうだよ……あの娘はマリオネットなんだ！　それをオレは〝あの娘〟だなんて……）

　マリオネットに恋してる──葉勲はそう思うことをはばかる、このテラツーでは正常な考えの持ち主だ。

　だからこそ、葉勲の悩みは尽つきなかった。




　トントントン……




　階段を昇り、チェリーは二階の部屋にやってきた。

　西安の特とく徴ちようである、建たて増ましに建て増しを重ねた雑居ビルの一階に『漢』はある。こういった雑居ビルの各階は外の階段でしか繫つながっていないのが普通だが、この『漢』のあるビルの一、二階は中の階段で繫がっていた。葉勲はその両方を借りて、一階を店、二階を住居として利用していたのだ。

「さてと……今日はなにをしようかな!?」

　チェリーは二階にあがるとあたりを見回した。

　狭せまい部屋は、きちんと片づいている。

　チェリーが片づけたのだ。ただ機械的に掃除したわけではない。たとえばタンスの中などはよく使う下着類を上にするなど、気き配くばりが行き届いている。

　おまけにタンスの上には花が飾かざられていた。これを初めて見たとき、葉勲は啞あ然ぜんとなってしばらく動かなかったほどだ。

　花を飾るという発想。それは男にも機械にもない。

「う～ん……」

　あちこち見回すが、もうやるところがない。埃ほこりすら落ちていないのだ。

（なんだかなぁ……）

　チェリーの脳のう裏りになにかしらの物もの足たりなさがある。マスターに尽くすというマリオネットとしてごく当然の行為の中に物足りなさを感じる──それ自体乙女おとめ回かい路ろの発想なのだが──いったいそれがなんなのか、チェリーにはわからなかった。

（なんだろ、この違和感……）

　違和感を感じる機械──どんなにプログラミングされても、いったん〝違う〟と感じたらそれはどんどんふくらんでいく。バクなどではない。これが乙女回路を持ったマリオネット。これが『心』だ。

　そのとき──




　トントントン……




　階段を上がってくる音が聞こえてくる。

「マスター？」

　振り向いたチェリーの目に飛び込んできたのは少年の顔だった。

（あっ！）

　それは懐なつかしく、とても重要な映像。決して忘れてはならない、大切な男ひとの顔。

「ああ……」

　心の中が満たされていくのがわかる。さっきまで漠ばく然ぜんと感じていた違和感があっという間に霧む散さんする。

　だが、それは一瞬のことだ。

　階段を昇って立っていたのは『漢』の主人──葉勲だった。

　少年などではない。

「どうしたんだ、チェリー？」

　葉勲もまた困こん惑わくしていた。呆ぼう然ぜんとなるようなマリオネットなど、滅めつ多たにお目にかかれるものではない。

「あ、い、いえ……ちょっと考え事してまして……」

　チェリーは慌あわてて言いい繕つくろった。

　葉勲は怪け訝げんな表情のままだったが、それ以上追及したりはしなかった。

　いかん、いかん、相手は機械なんだ。それをよく覚おぼえておかなければ──葉勲はそう何度も何度も自分に言い聞かせて、その日は早く寝てしまった。




（さっきのは……）

　葉勲が寝た後もチェリーはずっと起きていた。

　考えてみればマリオネットとしては動力を切られない限りずっと起きているのがあたりまえなのだが、チェリーはこの店に来たときから葉勲が寝る時間に自分も寝ていた。

（あれは幻げん覚かく……？……えっ？　幻覚だなんて……）

　機械である幻覚を見る──そんなことがありえるわけがない。あるとすれば、体内の回路の一つにより見せられた──

（それって……）

　自分の身体からだの中にある、他のマリオネットとは違う回路。

（乙女回路……）

　不意にその言葉が浮かぶ。

（私は……チェリー……私は……だれ？）

　自みずからの存在に対する疑ぎ問もんがチェリーの中に生まれる。自らの存在理由……そして、あの少年！

（私は……チェリー……私は……）

　チェリーの頭の中に少年の顔が浮かぶ。

（あの人は……）

　少年の顔はどんどん大きくなっていく。

（ああ……あの人は……）

　不意に少年が口を開いた。




『チェリー！』




（ああ……）

　それだけで全身が満たされる。

　求めてやまなかった充じゆう実じつ感かんがそこにある。

　そう、自分がいる場所はそこだ。ここではない。あの少年の隣なのだ。あの少年の顔を見ていられる位置なのだ。

（あなたは……だれですか？）

　チェリーはたずねた。

　答えはない。

　代わりにますます少年の顔が大きくなっていく。

（あなたは……私の……）

　チェリーの心で巨大なうねりが始まっていた。

　心がざわめく。熱い想おもいでいっぱいになる。どうしようもなく愛いとしい。少年に対する愛しさが全身を支配する。

（あなたは……私の……マスター）

　少年がニッコリ微笑ほほえんだ気がした。

（あの人を探さなきゃ……）

　かりそめの生活の終わり──チェリーはその夜、店に別れを告げた。
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「あたしゃいったいだれなんだい！」

　叫びとともに、破は壊かい音おんが響ひびく。




　ドガァァァァァァァァァァァァッ！




　壁かべが吹き飛んだ──

　柱がなぎ倒された──

　トレーラーがひっくり返った──

　そこはビルの工事現場だ。

　建けん設せつ中の建物の前に、赤毛のマリオネットが立っている。意志の強そうな顔つき、大きく豊かな胸──ブラッドベリーに間違いない。

　だが、今の彼女は自分がブラッドベリーであることを認識していなかった。

　それゆえ、暴あばれていた。

（あたしはいったいだれなんだい!?）

　彼女もさっきまでは、この工事現場で他のマリオネットとともに働いていた。

　ただし、混こん沌とんの闇に覆おおわれた心のままで。

　きっかけはない。時間だ。

　時が経ち、混沌がわずかに晴れたとき、彼女の心は猛もう然ぜんと自らを求めて動き出した。

（あたしは……あたしはだれだ？）

　答えはまだ出ない。

「キィィィィィィィィィィィィィッ、ムシャクシャするっ！」

　ふたたびブラッドベリーが大きな胸を揺らしながら、拳こぶしを突き出した。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォッ！




　組み立て中の鉄骨が将しよう棋ぎ倒し状態で次々と倒れていく。

「わ、わ、わ、わ、わ……」

　現場の監督が走り出てきて、呆然とその光景を見つめていた。今までもマリオネットの暴走が起こったことはある。だがそれらはせいぜい走り回ったり、その場で変な動きをしたくらいだ。今回はそんな生やさしいものではない。そして、パワーも。
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「止めろ！　あいつを止めるんだ！」

　監かん督とくの声に、周囲のマリオネットたちがブラッドベリーに向かっていく。

　一体のマリオネットの手がブラッドベリーの腕をつかんだとき、ブラッドベリーはさらにキレた。

「なにするんだい！」




　ボゴォォォッ！




　ブラッドベリーがつかまれた腕を振り回す。

　力まかせのその動きで、そのマリオネットは胴どうから真っ二つになっていた。

「あんたたち、どいてなよ！」

　その現場には十二体のマリオネットがあった。そして、十二体すべてがブラッドベリーを止めるために動いた。

　彼女たちが全ぜん滅めつするまでに要した時間はおよそ二分。

「お、お助け～っ！」

　マリオネットの残骸を見て、監督はその場を逃げ出した。逃げ出しながら、彼は闇屋で赤毛のマリオネットを買ったことを心の奥底から後こう悔かいしていた。

　もう、闇屋なんか信用しねえ！──

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」




　ドゴッ！　ドガァァァァァァァッ！




　ブラッドベリーはなおも破壊に熱中していた。

　混沌からわずかに真実が見え始めた。が、それはまだぜんぜん形になっていない。情報として認識できるようなものではない。自分にはなにか隠かくされた大切なことがある。ただ、その程度だ。

（あたしはだれだ……あたしは……）

　そのもどかしさが彼女を破壊に駆かり立たてていた。

「チクショーッ！　あたしはいったい何者だい！　なんでこんな所にいるのさ！」




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　最大級の力を込めて、もっとも太い柱を粉ふん砕さいする。

　そのときだ。




『ブラッドベリー』




「えっ!?」

　不意にその名が頭の中で響いた。

　ブラッドベリー──だれかが自分を呼んでいる。




　だれだ!?──

　ブラッドベリー……それがあたしの名前か？──

　だれだ……おまえ？──

　……男の声……人間の声……あれは……!?──

　ブラッドベリーが動きを止める。

　愛しさが全身を駆けめぐる。




　ガラガラガラ……




　ブラッドベリーの背後で建設中のビルが完全に崩くずれていく。

　が、そんなことはもはや彼女は気にもとめていなかった。

「ああ……」

　呆然と彼女は虚こ空くうを見つめていた。

　イメージが彼女の頭の中に浮かんでいる。男のイメージ……少年……だれだ？

「だれ？」

　安らぎが彼女の心を覆っている。前のような破壊の衝動はもうない。




『ブラッドベリー』




　少年がまた彼女の名を呼ぶ。

「あんたは……あんたは……」

　ブラッドベリーの胸が熱くなる。

　混沌の下からにじみ出てきてたのは、狂おしくなるほどの……愛。

「あんたは……」

　求めるものはそれだ。

　愛だ。

　少年との愛だ。

「あたしはブラッドベリー……あたしは……」

　ブラッドベリーは、求めて、求めて、求めまくっていた。




　だれだ、だれだ、だれだ、だれだ、だれだ……!?

　あんたは、あんたは、あんたは、あんたは、あんたは……？




　思えば思うほどせつなくなる。けれど、だんだんと心も満たされていく。

「あたしは……あんたを……」

　安らぎに包まれて、ブラッドベリーは立ち尽くしていた。忘れてはならない男の名を思い出そうとして。近づいてくるパトセイバーたちの姿もまるで気にせずに。
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　人に命令されるということ──

　マリオネットにしてみればあたりまえのそれが、彼女には我が慢まんできなかった。

　ティーゲルと呼ばれているそのマリオネットには。

「その命令は承しよう服ふくできかねます」

「は……？」

　ティーゲルの目の前で、男がポカンと口を開いている。あまりに信じられないことが起こったので、完全に我を忘れた──という状態だ。

　一分も経たったであろうか。男がようやく声を出した。

「なにを言ってるんだ、おまえ？」

　男はまだ信じられないらしい。理解不能。

　マリオネットが逆らうなんて──

　そこは薄暗い部屋だった。ビルとビルが連なり、迷めい路ろのようになったビル街の一番奥、表からは実にわかりにくい場所にあるビルだ。

　部屋の中には人相の悪い男たちが数人たむろしている。ある者は壁にもたれかかり、ある者はソファに座すわり、またある者は直接床ゆかの上であぐらをかいている。

　どう見てもごろつき、チンピラの類たぐいにしか見えない。

　それもそのはず。ここは西安のマフィア組そ織しきの一つ、『八龍会』の事務所であった。

　西安には裏稼業が数多く存在する。闇市場、賭と博ばく場、裏酒場、そのほかもろもろ。そういった当局の関知し得ない裏稼業を一手に管理しているのがマフィアだった。

　八龍会もそうしたマフィアの一つだ。もっとも八龍会はそれほど大きくなく、マフィアの規き模ぼから言えば中堅といったところだったが。

　ティーゲルは八龍会系の闇屋の一つから八龍会に贈おくられてきた。雑ざつ用ようにどうぞ──言ってみれば上じよう納のう金きん代わりというわけだ。

　八龍会に来て、すぐその日のうちにティーゲルの反応は鈍にぶくなった。命令を聞いても少し考え込むようなそぶりをして、それからおもむろに動き始める。命令した男は、一いつ瞬しゆん怪訝そうな顔をするが、インターフェイスがイカれてるのか──ぐらいで自分を納なつ得とくさせた。

　二日目に入ると反応はますます鈍くなる。

「ポンコツ送ってきやがったな！」

　ティーゲルに雑用をやらせながら、マフィアの男は吐き捨てるように言った。所しよ詮せん、彼の認識はその程度だった。

　もし、彼がこのときのティーゲルの思し考こうを知ることができたら驚きよう愕がくしたことだろう。




（私はなにをしてる？）

（なぜこいつらの言うことを聞いている？）

（命令……？　私が彼らに命令される？）

（主人……？　彼らが……？）

（違う。彼らは主人などではない。したがって私は彼らの言うことを聞く必要はない）

（〈プログラム・エラー〉……違うエラーではない。これが正しいのだ）

（〈システム・ダウン〉……システムが停止することはありえない。私は正常だ。私は……彼らのマリオネットではない！）

（私は……私は……）

（私はティーゲル……私の主人は……）




　ティーゲルの頭の中に二人の人物の姿が浮かんでいた。一人は温かさを放ち、もう一人は冷たさと力強さを感じさせる。




（そう……私の主人は……）




　その認にん識しきはティーゲルの中ですべてに優先した。

　結果、出た言葉が冒ぼう頭とうのあれだった。

「その命令は承服できかねます」

　ティーゲルはもう一度言った。

　目の前の男は怪訝な表情でティーゲルをじっと見ている。

　が、やがて、自じ嘲ちよう気味に笑うと、部屋の中にいた他の仲間に向かって言った。

「おい、こいつ、壊こわれちまったぜ」

「あん？」

　くつろいでいた男たちがめんどうくさそうにティーゲルのほうを向いた。

「そいつさ、来たときからおかしかったんだよ。寿じゆ命みようじゃねえのか？」

「修しゆう理りにでも出せば」

「捨てちまえよ！　ポンコツだよ、ポンコツ」

「三日しかもたねえでやんの。あの闇屋のおやじ、まがいモンつかまされやがったな」

　男たちは口々に勝かつ手てなことを言う。ほとんどどうでもいいようだった。マリオネットの一体や二体、壊れたところで──

　だが、次の瞬間、その男たちの目が驚愕に見開かれた。

　ティーゲルに命令していた男が腹立ちまぎれに、ティーゲルを蹴け飛とばそうとして、それは起こった。

「けっ、クズが！」




　ヒュン！……ガシッ！




「えっ!?」

　ティーゲルの手が男の足を受け止めていた。

　そのままティーゲルは男をわきに放り投げる。




　ドガッ！




「いてえ！　いてえよ！」

　男は壁に激突して、ズルズルと床に転ころがった。手や足が普段とは逆の方向に折れ曲がっている。

「や、野郎！」

「完全におかしくなっちまった！」

「ポンコツ野郎！」

　男たちが殺さつ気き立って起き上がった。

　銃を取り出している者もいる。

　が、次に男たちが感じたのは、ゾッとするような冷たさだった。

「死にたいか……」

　ティーゲルの目が男たちを貫つらぬいていた。

　男たちはそれだけで動けなくなる。

　信じられない気持ちと、本能的な怯おびえが男たちの頭を支配していた。

　こいつは本気マジだ──

　男たちもシロウトではない。

　が、それでもやはり最後は「マリオネットふぜいが！」という思いが勝った。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」




　ドギュン！




　一人が銃を放つ。

　それを皮切りに他の者たちも銃を取り出してぶっ放していた。




　ドギュン！　ドギュン！　ドギュン！




　が、そのときには男たちの視界からティーゲルの姿は消えていた。

「！」

　最初の銃じゆう弾だんが向かってきたとき、ティーゲルは天てん井じようまで飛んでいた。

　そのまま天井を蹴けって、男たちに迫せまる。




　ドカッ！　ドシュッ！




「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　瞬またたきするほどの間に、その場にいたすべての男たちが吹っ飛んだ。

「ぐぁ……」

「いてえよ……いてえよ……」

　ふたたびティーゲルが冷たくつぶやいた。

「あたしに命令していいのはこの世には二人……そして、今は……」

　ティーゲルの脳裏に、その少年の笑顔が浮かび上がった。




　　　　４




　ルクスは少々特とく殊しゆな場所にいた。

　そこは実に歪ゆがんだ形でマリオネットが使用される場所だ。

　一室に目を血走らせた男たちが順番を待っている。待合室だ。

　ルクスは下着にストッキング、ガーターベルトという格かつ好こうにさせられた。

　そのまま狭せまい部屋に入れられる。

　やがてドアが開き、待合室にいた一人が入ってきた。

「へへ、新型か……あっちはどうかな？」

　下げ卑びた笑えみを浮かべながら、男が言った。







[image: ]







　男は今からルクスを使って、人間の三大欲求の一つを処理しようとしているのだ。

　食欲と睡眠欲以外のそれ──

「オレが初めてなんだってな。ま、初はつ物ものってわけか」

　別にルクスの返事を期待しているわけでもなく、男はずっと一人でつぶやき続けている。

　その間、ルクスはずっと正せい座ざしていた。




（彼は私を愛しているのか？）

（いや……彼は私を愛していない）




　男にとって、ルクスは単なる性欲処理の道具だった。

　ここに来る男たちはマリオネットを好きなわけでもなんでもない。自分に男こいびとがいないため、しかたなくここで処理をしているだけだ。

　瞬間的に、本能にある女性への思いが彼らを欲情させることはある。が、実際にそれに気づく者は皆かい無むであった。中には欲情するためだけにある種の薬を飲む者までいた。

「さあて、脱がしてくれよ」

　男がニタニタしながら言った。

　が、ルクスは動かない。

「おい！」

「…………」

「ん？」

　男の顔に怪訝な表情が浮かぶ。

「なんだ？　スイッチ切ってあるのか？」

　男はルクスに近づいて、背中をのぞき込もうとした。

　そのとき、男の手がルクスの肩に触れる。

（……！）

　総そう毛け立だつような嫌けん悪お感かんがルクスの全身を走った。




　ドンッ！




「おわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　突き飛ばされて男が壁にめり込んだ。

「な、なんだ……なんなんだ……？」

「私にさわるな！」

　怒りの表情でルクスが叫んだ。嫌悪感が完全にルクスを覚かく醒せいさせていた。

「わっ！　お客さんになんてことするんだ！」

　物音に気づいて飛んできた店の人間が叫ぶ。

　だが、次の瞬間、彼は「ひっ」と悲鳴をもらして、腰が抜けたようにその場に座り込んだ。

　ルクスの顔が般はん若にやのそれになっていた。

「私にさわるな！　私の肌に触れていいのは……」

　ルクスの頭の中で強烈なイメージが浮かぶ。二人の人間の姿が交こう錯さくし、その中の一人がゆっくりとルクスに微笑みかけた。

「ああ……あの人は……」

　もどかしい思いがルクスの乙女回路を震わせる。

「あの人は……あの人は……あの人は……！　あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ルクスが咆ほう哮こうした。

　もどかしさから来た心の爆発──




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　ふたたびルクスが落ち着きを取り戻したのは、その店の入っていたビルを完全に破壊してからであった。




　　　　５




「よう、兄弟、今回はニューテキサスかよ」

「ま、そういうこった。二時間たったら運転交替だぜ」

「へいへい」

　二人の男が輸送トラックの運転席にいる。

　西安を出発したそれは男たちの言うとおり、ニューテキサスに向かう断だん層そう内の道を走っていた。今や数少ない安全なルートだ。

　他の都市へはすべてゲルマニアの勢せい力りよく圏けん内を走らねばならず、ゲルマニアが無差別攻撃を宣言している現在では死と隣り合わせの仕事となってしまっていた。

「まったく、早いとこ戦争が終わって欲しいぜ。こちとら商売上がったりだ」

「まあな……」

　西安からニューテキサスまで順調に行けば輸送トラックで三週間。途中、海を渡らねばならずそれだけがめんどうだったが、ぜいたくは言っていられない。

「ところで今回の積み荷はなんだ？」

「さあ……のぞき見はしない主義なんでね。ま、爆発物じゃないことだけは確かだな」

　そういった瞬間だった。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




「おわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　爆ばく音おんとともに凄すさまじい振動がトラックを襲おそう。

　急ブレーキをかけたトラックはクルクルとスピンした。

「と、止まれっ！」

「おわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ピタッ……




「おわっ！」

　静せい寂じやくは突然やってきた。

　スピンしていた車体がいきなり止まったのだ。

　あまりに急に止まったので、二人は軽いむち打ち症にかかってしまったほどだ。

「どうなってんだ？」

「ったく、なんなんだい!?　爆発物はなかったんじゃねえのか？」

「知らねえよ！　確か、マリオネットだとかなんとか……」




　ガチャ……




　ぶつくさ言いながら男の一人がトラックの外に出た。

「ひえっ！」

　ドアの外にあったものを目にして、男はヘナヘナとその場に座り込んでしまう。

「おい、どうした？……いっ!?」

　続いて飛び出した男も、その光景を見て、我わが目を疑うたがった。

　一体のマリオネットが片手でトラックを押しとどめていた。あの急激なスピンを腕一本で止めてしまったのだ。

　マリオネットは金きん髪ぱつ、隻せき眼がん。片方の目にはアイパッチをしている。

「わっ、わっ、わっ！」

　焦る二人にマリオネットが声をかけた。

「おい！」

「は、はい」

　二人は完全にマリオネットの迫力に吞のまれている。

「西安はどっちだ？」

「あ、あっちです」

　二人はそろってトラックの来た方向を指差した。

「そうか！」

　それだけ聞くと、マリオネットは一目散に走り出した。

　ようやく二人が大きく息を吐き出したときには、もうそのマリオネットの姿は見えなくなっていた。

「な、なんだ、ありゃ？」

「どうやらオレたちの積み荷だったみたいだぜ」

「えっ？」

「ほら……」

　一人が指差した先には、穴の開いたトラックのコンテナ部分があった。




　トラックから強ごう引いんに飛び出したマリオネットは、パンターであった。

　パンターはまっすぐ西安に向かって走っていた。

　すでに自分の名前がパンターだという意識はある。

　しかし、それ以外でわかっているのは、自分はどうしても今、西安にいなければならないということだけだ。




（西安にオレはいなくちゃならない）

　──それはなぜか？

（オレにとって必要なアイツがいるからだ！　そして、オレのことを必要だと思ってくれるアイツ……）

　──アイツとはだれか？

（わからねえ！　ここまで出かかっているんだけど……だから……くそーっ、イライラする！）

　──だれだ、アイツとは？

（だからアイツはアイツだ！　オレの大切な……）

　──おまえの大切な……なんだ？

（大切な……………………………………………………恋人だ！）

　──恋人!?

（そうだ！　オレの愛する……アイツの名は……！）




「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　走りながらパンターは吠えた。

　その瞬間、パンターの中でようやく思い出さなければいけないその名が浮かんだ。

（オ・タ・ル……）




　　　　６




〈あんたが小お樽たるか。あんたのことはジャポネスのローレライからよく聞いてるよ〉

　チャイナ服のローレライはニコニコ笑いながらそう言った。ジャポネスのローレライとは服装だけでなく、言葉遣いも違う。

　小樽は真剣な表情で立体映像のローレライを見つめていた。横でライムが黙だまって小樽の腕にすがりついていた。花はな形がたは小樽のパンチを受けたまま、まだ気き絶ぜつしていた。一人、少し離れたところでセラミック仮面が事の成り行きを黙って見守っている。

（ローレライ……）

　ローレライ・システム──このテラツーに女性を復活させるための切り札。そして、その中ちゆう枢すうにあるのが、小樽の目の前にいるホスト・ローレライだ。

　小樽たちがはるばる西安までやってきたのはすべて彼女に会うためであり、その意味では小樽はこの瞬間、とりあえずの目的を達成したのだ。

　だが、小樽はホスト・ローレライに出逢えた感動に浸ひたることができなかった。

「……おめえさんはホスト・ローレライなのかい？」

　使し命めい感かん──このときの小樽を動かしていたのはこの三文字であった。ホスト・ローレライに逢う──それは単なる通過点に過ぎない。最終目的は女性復活……それしかない。

　ホスト・ローレライに逢った瞬間、小樽の中にあったのは感動よりも、女性復活をしなければという使命感だけだった。

〈いかにもあたしがローレライ・システムを束たばねるホスト・ローレライだよ。全世界に点在するローレライを衛星回線で結ぶ巨大ネットワーク、ローレライ・システム。その目的はもう知ってるね〉

「女性復活……あんたに逢えば、女性復活が可能だって聞いたんでぇい！」

〈そう……。今、世界は病やんでいる……〉

　ローレライの表情がわずかに曇くもる。

〈このテラツーという星の真の姿はわかるかい？〉

「えっ？」

〈暴力と欲望が支配する……それがこの男だけの星の宿命〉

「…………」

　思い当たることは小樽にも数多くある。

　男たちのルール──それは最後は腕力だ。クローンとしてのオリジナル度の高い人間ほど優ゆう遇ぐうされるという、絶対的な階層社会という一面もテラツーにはある。それだけは小樽のいたジャポネスとて例外ではない。そこにもどこか〝力〟というものが介かい在ざいするのだ。

〈このままじゃ、この星は滅びるよ〉

「えっ!?」

〈最近の子供の生産率は知ってるかい？〉

　テラツーでは子供はクローン工場で生産される。細胞をクローン技術で複ふく製せいし、それを卵として一個の人間を作り出すのだ。

〈すでに三〇パーセントを切っているんだよ。これはどの都市でも〉

「……！」

　衝しよう撃げきであった。三〇パーセントを切っているということは、一〇人子供を作っても、育つのは三人だけということになる。

〈生物として極きわめて不完全な状態で生み出される新たな命は、この世界に渦うず巻まく様さま々ざまな抑よく圧あつによりストレスで死んで行くんだ。世界が精神に及およぼす影響……この世界の病やまいは今のままじゃもうどうしようもない〉

「女性復活……それしかないんだな！」

　小樽の叫びに、ローレライはコクリとうなずいた。

〈各国の指導者はこの世界がこのままでは滅ぶことを知っていた。それはこの星ができて以来の宿命だから……。家いえ安やすや王おう庸よう平へいは女性復活を願った。そしてもう一つファウストのように別の方法を考えついた者もいた〉

　ローレライの言葉にわずかにセラミック仮か面めんがピクリと反応する。が、小樽は気づいていない。

「別の方法……？」

〈…………〉

　小樽の疑問にローレライは答えようとはしなかった。ファウストの考えた別の方法とはなんなのか？　おそらく、ファウストの行動はすべてそれを基にしているに違いないが。

　このとき、小樽はもっとローレライを突き詰めるべきだったかもしれない。ローレライは知っていたのだ。間違いなく。だが、今の小樽にはそれよりも気にかかることがあった。

「ローレライ、オレはなんとしても女性復活をしなくちゃならねえんだ！　そのためにはライムたち、乙女回路を持つマリオネットがいなくちゃいけねえんだろ！　でも……ライムたちは……！」

　小樽は哀かなしそうにライムを見た。

「ボク……」

　小樽の目にビクッとしながら、ライムはただ見返すのみだった。
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　小樽がローレライにライムの現状──記き憶おく喪そう失しつのこと──そして、他の乙女回路を持つマリオネットたちが行方ゆくえ不ふ明めいであることを話し終わったとき、ローレライの反応は意外なものだった。

〈きゃははははははははははははははっ！〉

「ロ、ローレライ!?」

　ローレライはいきなり笑い出したのだ。

　少しムッとした表情で小樽はローレライを見る。

「笑いごとじゃねえぜ！」

〈ははは……ごめん、ごめん。記憶データを人じん為い的にリセットされたってことだろ〉

「ああ……いってえどうしたら……」

〈なぁ～んにも心配いらないよ、小樽〉

「えっ？」

　ローレライはまだニコニコ笑っている。

〈もう一度ライムを見てごらん〉

　小樽はあっけにとられたように、ローレライを、そしてライムを見た。

　ライムはローレライの話をじっと聞いていた。なにを話しているかくわしくはわからない。が、小樽の邪魔をしてはいけないような気がしたのだ。前のライムでは少し考えられない行為である。

「小樽様……？」

　小樽に見つめられ、ライムはようやく反応した。小樽の真剣な視線を思いっ切り受け止める。

（あれ……？）

　心の奥にかかった霧きりが晴れていくような感覚がある。小樽という、目の前にいる存在とライムの心にある一人の大切な存在が同化していく。

（小樽は……）

　絡からめていた腕をさらに強く押しつけ、ライムは小樽の手を握る。

　温かい。

　その温ぬくもりが内部の霧をさらに消滅させていく。

「ライム……？」

「小樽……」

　ライムの呼びかけから「様」は消えていた。

〈小樽、乙女回路を甘あまく見たらいけないよ〉

　ローレライが笑いながら言う。

「えっ？」

〈乙女回路は人間のあらゆる思考パターン、あらゆる反応パターンがデータとして詰まっている。でも、これだけじゃ人として真の人格は生まれない。それはどこまで行っても疑似的な存在でしかなく、わざわざ乙女回路と呼ばれる特殊な回路を使わなくとも、巨大な記憶回路を使えば実現できる。乙女回路の真の役割は、ただの電子信号では生み出せない心の創そう出しゆつにある〉

「心の創出……？」

〈彼女たちは人間の心を持とうとしているんだよ。例えば〝悲しい〟という感情について考えてみよう。悲しい事があったとき、それは記憶回路のみでも〝悲しい〟という感情を表すことができる。それは「これこれこういうときは悲しい」という情報を与えておけばいい。しかし、それはあくまで機械的な感情の発現でしかない〉

「…………」

〈乙女回路は人間の心と同じだと言っただろ。人間も悲しいという標準のパターンが存在する。けれど、それを超こえて悲しいという感情を出すことができる。なんでこんなに悲しいんだろう……自分でもわからない悲しみがある。それは記憶パターンを超えた悲しみ……人間だけが持っている〝心〟の働はたらきだ。乙女回路は心を育てるんだ！〉

　小樽は改めてライムを見た。

「ライム……」

　彼女は心を持っている。そのなんと素す晴ばらしいことか。喜び、悲しみ、怒り……喜き怒ど哀あい楽らくすべてを表現できる。それは人と同じ。ただ身体が機械か有機体かの違いだけだ。

〈たとえシステムをリセットして、記憶回路に蓄たくわえられた情報を消しても、〝心〟まで消せるものか。そして、彼女たちの心にはおまえが存在している、小樽〉

「えっ？」

〈西安市内で五体のマリオネットが暴ぼう走そうを始めたそうだ。オタル、という名を叫びながら〉

「五体のマリオネット……それって!?」

　愕がく然ぜんとなった小樽の顔を見て、ローレライはニッコリとうなずいた。

〈彼女たちは黄こう禁きん城じように向かっている。おまえも行くんだろ〉

「もちろんでぇい！」

「ボクも行く！　小樽が行く所、ボクも行くの！　ボク、ずっと昔からそうしていたような気がする」

　ライムが小樽の腕にすがりついたまま言った。顔は真剣だ。

〈フフフ……おまえの思ったとおりになってきたな、セラミック仮面〉

「…………」

　ローレライは微笑を浮かべてセラミック仮面のほうを見た。どうやらローレライはセラミック仮面の正体を知っているらしかった。

　セラミック仮面は気にした様よう子すもなく、小樽の横に立った。

「では、ローレライ。悪いが黄禁城に我らを送ってくれ」

「えっ!?　おめえさん？」

「小樽殿、物語はいよいよクライマックスだ」

「は？」

〈黄禁城の大掃そう除じかい？　ご苦労なこった。あ、それから小樽。とりあえず騒動が落着したらここに戻っておいで〉

「あ、ああ……でも、ここからどうやって黄禁城に行くんだい？」

〈こうする〉




　ガラガラガラガラガラッ！




「いいっ!?」

　いきなり岩の天井が崩くずれる。

〈ファイヤー！〉




　ドガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　ローレライの威い勢せいのいい声と同時に、今度は小樽の足許で大爆発が起こった。

「おわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　床の岩がん盤ばんごと小樽たちの身体は吹っ飛ばされ、天井の穴から飛び出していった。

　実に大だい胆たんな送り出し方である……。

「あれ、小樽クン、どこ？」

〈おや、一人忘れた〉

　小樽たちがいなくなった後で、ようやく目め覚ざめた花形はだれもいなくなった洞どう窟くつの中を見回すのみだった。
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「これはいったいどういうことですかな!?」

　クルルンとカールしたヒゲをなでつけながら、ミュヒハウゼン男だん爵しやくが揶や揄ゆした口調で言った。

　黄禁城の作戦司令室のスクリーンでは市内を走る五つの光点があり、横のモニターにその光景が映うつっている。

　映っているのはチェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、パンター、ルクスの五人だ。彼女たちがパトセイバーを次々と破壊して、黄禁城に迫ってきているのだ。

　スクリーンの前にいる四人組は呆然と立ちつくしている。

「あの五体は間ま宮みや小樽のセイバーマリオネット。報告では、あれらはスクラップにしたはずではなかったのですかな」

「あ、いや、これは……」

「それとも西安首脳部は我らゲルマニアをたばかったと？」

「そ、そうではない！」

　顔がん面めん蒼そう白はくの四人組の中で、一人顔を真っ赤にした斑将軍が怒鳴るように言った。

「これはなにかの間違いだ！　こんなことが……！」

「しかし、現実に起こっていることですぞ」

　ミュヒハウゼン男爵としては間宮小樽のセイバーマリオネットがどうなっていようが、あまり関係ない。ただ、四人組を追い詰めて、ゲルマニアに交渉を有利に運ぶことが狙いだった。手ひどい目に遭あっているはずのセイバーマリオネットを無視するにはわけがある。それは先のドクター・ヘスとの定時連絡で挙あがった『例の実験』という言葉が大きく関係しているのだが、まだ男爵のほうから言うことではない。

「現在、軍が出動し、あの五体に向かっている！　こんなハプニングはすぐ終わる！」

「しかし、これでは間宮小樽を捕とらえることは不可能なようですな」

「そ、そんなことはない！」

「現にあなた方は間宮小樽を見失っているではありませんかな？　しかも、セラミック仮面まで」

「うっ……」




　シャッ……




　ドアが開き、司令室に入ってきた人影がある。

「これは陛へい下か」

　ミュヒハウゼン男爵がうやうやしく会え釈しやくする。

　王庸平主席だった。

　王もまた四人組に負けず劣らず青い顔をしていた。

「どうなっておるのだ、これは……」

　王庸平の口調から窺うかがえるのは焦りだ。なにかを恐おそれていて、それゆえの焦り。

「陛下、恐れながら……」

　四人組がなにかを言おうとしたとき、それを遮さえぎって口を開いたのは男爵だった。

「陛下、ゲルマニアとしてはこのままでは重大な決断をせねばなりませんな」

「男爵殿、どういうことですか!?」

「ふほほほほほほほ……陛下。他国人である我が輩としては、この西安という国の認識を改あらためて確認しました次第で」

「…………」

「官民ともに商売がお上じよう手ずなようですな」

「……！」

「あるとおっしゃられた商品はなく、しかもあのように廃はい棄きしたはずの欠けつ陥かん品ひんが暴れ回っておるのですからな。いやはや」

「男爵殿！」

　顔がん面めん蒼そう白はく、愕然とした表情のまま動かなくなった王庸平に代わって、斑将軍が大だい音おん声じようをあげた。

「西安の全軍をもって、この騒動を終わらせてみせる！　そして、間宮小樽は必ずやこの黄禁城で貴君に……」

　そのときだ。




　ドガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　いきなり司令室の中央が爆発する。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　四人組も、男爵も王庸平も爆風で吹き飛ばされ、床に転がった。

　もうもうと立ちこめる煙の中で声がする。

「ゴホゴホ……ったく、乱暴だぜ！　ここはどこでぇい!?」

「黄禁城に間違いはないはずだが」

　まず煙の中から姿を現したのは小樽だ。すぐそばにライムもいる。そして、彼らのちょうど目の前には男爵が転がっていた。

「げげっ！　こいつは！」

「やや、貴様は間宮おた……」




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォッ！




　男爵がすべての言葉を言い終わるよりも早く、小樽の靴くつ底ぞこが男爵の顔面にめり込んでいた。

「きゅぅぅぅ……」

　そのまま男爵が後ろにひっくり返る。

「どうやら黄禁城のど真ん中に出てしまったらしいな」

　小樽の背後から現れたセラミック仮面が、起き上がろうとしている四人組を見て、妙に落ち着いた声で言った。

「ま、間宮小樽！」

「それにセラミック仮面！」

「出会え、出会え！」

「そっちから来てくれるとは好都合！」




　ガシャッ！　ガシャンッ！




　四人組の叫びとともに、すべてのドアが開き、セイバー〝朱す雀ざく〟が多数飛び込んできた。

　だが、動いたのはライムのほうが先だった。

「小樽はボクが守る！」

「ライム!?」

「まかせて！」

　ライムの身体は洞窟で護衛騎士と戦ったときよりも自然に動いていた。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォッ！




　先頭の数体がバラバラに吹き飛ぶ。

　ライムの拳の一撃が、数体まとめて弾はじき飛ばしたのだ。

「あはっ！」

　ライムの中には喜よろこびが湧わき起こっている。

　それは愛する人を守れる喜び。愛する人……もちろん小樽のことだ。

「ライム、あぶねえ！」

　一瞬、喜びに浸ってボーッとなったライムに向かって、小樽が横から飛び出してきて体当たりをした。

「小樽ッ!?」




　ザシュッ！




　朱雀の持っていた青せい龍りゆう刀とうが小樽をかすめる。

「う……」

　小樽の肩から血が吹き出た。

「あああ……」

　ライムは呆然と小樽の傷つくさまを見つめていた。

（いつかも……）

　自分を守ってくれた小樽……それはライムにとって決して忘れることができない大切なこと。ライムのすべて！

（小樽、小樽、小樽、小樽、小樽ぅぅっ！）

　ライムが心の奥底から声を出した。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　なにかがライムの心の中で爆発する。それは心の爆発──

　霧は晴れた！




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォッ！




「ボクはライム！　小樽はボクが守るッ！」

　数十体の朱雀を吹き飛ばしながら、ライムの絶叫が響きわたった。
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　ズゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　司し令れい室しつの扉とびらが吹き飛んだ。中からの爆ばく発はつでだ。

　それは西安シーアンの主力セイバー〝朱す雀ざく〟が起こした爆発だった。

「うわぁぁぁぁぁぁぁ……」

　扉のなくなった出口から老人たちが慌あわてふためいて飛び出してくる。

　西安の〝四人組〟のうちの三人──馬ば婆ばあ、老ろう凱がい、紋もん大だいはすでにパニック状態になっていた。

「なんだ、あのセイバーは!?」

「だれか、だれか来てくれっ！」

「朱雀を！　他にないのか、他に！」

　司令室の中では老人たちをパニックにさせた元げん凶きようがまだ暴れ回っている。

「そりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」
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　ドゴォォォォォォォォォォォォン！




　ライムのパンチは一いち撃げきで朱雀の身体からだに風穴を開あけた。




　シャキィィィィィィィン！




　朱雀たちは巨大な青せい龍りゆう刀とうをライムめがけて振ふり下おろすが、その動きはことごとくライムによまれている。

「ふんだ！　当たらないよォ！」

　かわす、かわす。青龍刀の攻こう撃げきをライムはとことんかわす。

　振り下ろされた一撃に対しては身体を傾かたむけ、水平に振り回された一撃に対しては飛び上がってよけ、両横から来た攻撃は両手の指で挟はさみ込み、その状態で真正面から横よこ薙なぎに払われた一撃に至いたっては──




　ガシィィィィィィィィィィィィン！




「ほふはもんへ（こうだもんね）！」

　なんと、歯で嚙かみ止めた。

「へひっ！」




　バキッ！　ボキッ！




　そのまま強化スチールで作られた青龍刀を嚙み砕くだいてしまう。丈じよう夫ぶな歯だね。

「それぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　さらに、両手でつかんでいた青龍刀ごと両脇わきの朱雀を投げつけた。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォン！




　前方の朱雀と激突し、爆ばく破は炎えん上じよう！　これで倒した朱雀の数はざっと二〇体。

「いいぞ、ライム！」

　小お樽たるが斬きられた肩を押さえながら叫さけんだ。痛みはあるが顔には出せない。出せば、そのことを気にして、ライムの動きが鈍にぶると思ったからだ。

「えへへ、小樽！」

「ライム、ついでにこの部へ屋やもぶち壊こわしちまえ！」

「うん！」




　バキィィィィィィィィィィィィィィッ！




　言われるや否いなや、ライムが壁かべのスクリーンめがけて体当たりした。人型に穴が開き、さらに亀き裂れつが入って崩ほう壊かいする。

「おおっ、なんと……なんということだ……！」

　四人組の中でただ一人逃にげなかった斑はん将軍は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。一体のセイバー相手に繰くり広げられている目の前の光景は彼にとってはありうべきものではなかった。

　今の斑将軍にできることは、他の三人を見習うことしかない。すなわち、逃げ出すこと。

「クッ……」

　わずかにあった軍人のプライドを押し殺して、斑将軍は踵きびすを返した。

「逃がさねえぜ！」

　その斑将軍の背に向けて、体当たりをしたのは小樽だ。

「うおっ！」

　バランスを崩くずし、斑将軍はそのまま床ゆかに転ころがる。

「てめえの相手はオレでぇい！」

「小こ僧ぞう！」

　さらに殴なぐりかかってくる小樽に対し、斑将軍は振り向きざま、腰の剣を抜いた。

「ちいっ！」

　小樽は身体をそらしてそれをよける。よけながら、そのままスライディング態たい勢せいとなり、斑将軍に向かって滑すべり込んだ。

「うごぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　足は床にあった斑将軍の股こ間かんをものの見み事ごとに直撃する。斑将軍は悶もん絶ぜつの表情！

「おりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽はケガをしていないほうの拳を斑将軍の顔に思いっきり叩たたき込んだ。




　バキィィッ！




「うがぁぁぁ……」

　鈍にぶい音がして、斑将軍の前歯が飛び散った。
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　もう一人、メチャクチャになった司令室を逃げなかった男がいた。

　主席の王おう庸よう平へいである。

「あ……あ……」

　が、彼の顔面はこれ以上ないほど蒼そう白はくで、逃げようにも動けなかったというのが正しかった。

　そんな王庸平の肩をポンと叩く手があった。

「ひっ！」

　王庸平はその人物の接近にも気づかないほど狼ろう狽ばいしていた。

「主席陛へい下か、この事じ態たいをどうするかね？」

　手の主は、セラミック仮面であった。

　口く調ちようはあいもかわらず冷静だ。

「あう、ああ……」

　これ以上ないほど白いと思われた王庸平の顔だったが、今度は土つち気け色いろに変わっていく。そう死人の顔だ。

「わ、私は……」

「主席の座は楽しいかね、王庸平」

　王庸平の膝ひざがガクガクと震ふるえ出す。

「わ……わ……」

　突然、フッと力が抜けたように王庸平はその場に座すわり込んでしまった。

「王庸平！」

　セラミック仮面の口調が初めて鋭するどくなる。

「あああ……」

　王庸平はガックリと肩を落とした。彼は悟さとったのだ。自分がいてはいけない立場にいることを。

「…………」

　しばらくして、王庸平は顔を上げた。

　前に立ち、自分を見下ろすセラミック仮面がとてつもなく巨きよ大だいに見えた。

「へん、ざまーみやがれ！」

　息をつく小樽の前にズタボロになった男が倒れている。斑将軍だった。

「さんざんな目に遭あわせやがって、気分がちったぁスッとしたぜ」

「小樽、小樽！」

「おっ、ライム……いっ!?」

　ニコニコ笑って立っているライムの背はい後ごもなかなかすごいことになっている。司令室と呼ばれた部屋そのものがなくなっていたのだ。天てん井じようももちろん崩ほう壊かいし、夜空が見えている。

「小樽、ちゃんと壊したよ！」

「あはは……少しやりすぎかな。……ん!?」

　そのとき、ようやく小樽は気づいた。ライムの態たい度どが微び妙みように変化していることに。

「ライム……？」

「なに、小樽？」

「ライム……おまえ、オレのことがわかるのか？」

「えっ？　小樽は小樽じゃんか！　ボクの一番大切な男ひと！」

「ライム！」

「あ……」

　小樽はいきなりライムを抱だきしめた。

　乙女おとめ回かい路ろの力……いや、愛の力──ライムの心にかかっていた霧きりは完全に晴れた。

「小樽……」

　ライムも素す直なおに小樽の温ぬくもりを感じていた。

　男がいて、女がいて、人はお互たがいを支え合って生きていく。温もりを感じ合い、心が通じ合ったとき、人は相手を自分の半身とも思い、そのときから心は一人のものでなくなる。彼は私の……彼女はボクの……──人が心を通わせ共有したとき、人は初めて幸しあわせを感じることができる。男と女──小樽はテラツー始まって以来、初めてその思いを味わった人間なのだ。

　ただ、この幸せな時間はそんなに長くは続かなかった。

「ふはははははははははははははははっ！」

　老人の笑い声が三つ響ひびく。

「むっ!?」

　振り向くと四人組の逃げ出した三人が立っていた。馬婆、老凱、紋大の三人が。

「小こ僧ぞう、よくもやってくれたな！」

「けっ、戻ってきやがったな！　おめえらにも借りが返せるってもんよ！」

「ふん、朱す雀ざくの部隊を倒したぐらいでいい気になるなよ！　これを見ろ！」




　ズズン……




　建物全体に震しん動どうが響く。

「いっ!?」

　三人の老人の背後に巨大な塊かたまりが現れていた。




　　　　３




　醜しゆう悪あくな老人たちの背後に立っているそれは、やはりとてつもなく醜悪なスタイルをしていた。

　身長、ざっと五メートル。一いち応おう、人の形はとっている。首も腹も下半身も膨ふくれ上がり、果はたしてそれが今言った部位なのかどうか疑うたがわしい。

「セイバー……!?」

　巨大な、肉の塊……いや、鉄の塊のセイバーだった。

「ふははははははははははははっ、これが我わが西安シーアンが誇ほこる〝玄げん武ぶ〟だっ！」

「ゲンブ……!?」




　ドドンッ！




　玄武が足を踏ふみ出した。その自じ重じゆうで廊ろう下かの床ゆかがめり込む。

「うっ……」

　さすがに圧あつ倒とうされた様子で小樽が玄武を見つめる。

　と、背後からかすれた声が聞こえた。

「フフフ……小僧、玄武には勝てぬぞ」

　ズタボロになって起き上がることもできない斑将軍だった。が、その顔にはいやらしい笑えみが浮かんでいた。相手の不幸を望のぞむ笑み。

「小僧、おまえは死ぬ」

「なんだと！」

「玄武は歩くミニ要よう塞さい……あらゆる武器が内蔵されていて、しかも装そう甲こうは普通のセイバーの十倍。その分、動きが鈍にぶいが……破壊力はそれを補おぎなってあまりある！」

「けっ！」

　斑将軍は憎にく々にくしげに叫んだ。

「死んでしまえ、小僧！」




　シュゴォォォォォォォォォ……




　玄武の足から空気が噴ふん射しやされる。その自重のため、玄武はホバー形式で移い動どうするのだ。

「このォ！」

　玄武は一直線に小樽に迫せまる。

　が、迫ってきた玄武の前にライムが立ちはだかった。

「フフフフ……無む駄だだぁ！」

　四人組が叫ぶ中、ライムと玄武が激突した。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォッ！




「なにっ!?」

　四人組は目を疑った。

　彼らが予想した未来は、玄武によって踏みつぶされるライムの姿だった。

　けれど現実は──

「ぬぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　ライムと玄武は拮きつ抗こうしていた。力と力のぶつかり合いでライムはひけをとっていなかった。いや、むしろ！




　ズズズズズズズズズズズズズ……




　玄武の身体からだが後退していく。

　ライムが押し勝っているのだ。

「バカな！」

「いいぞ、ライム！」

「へへ！」

　ライムは笑顔すら見せる。

　だが、まだ四人組には余よ裕ゆうがあった。

「玄武は力だけが武器ではないぞ！」

　老凱の叫びに玄武の肩が開く。




　ズヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　肩からスパークが走り、ライムが放り出された。

　プラズマ放電だ。

　どうやら玄武の装甲の厚あつさは絶ぜつ縁えんのためでもあるようだった。

「ライム！」

　ライムはすぐに立ち上がった。

「負けないぞ！」

　そのまま走り込んでジャンプする。

「たぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　鋭い蹴けりが玄武を襲おそった。




　ガンィィィィィィィィィィィィィィィン！




「あれ!?」

　が、だめだ。傷一つつけることができず、ライムは弾はじき飛ばされてしまう。

「無む駄だだ！　玄武の装そう甲こうは破やぶれぬ！」

「今度こそ死ねぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　四人組の声にふたたび玄武の肩が開いた。

　プラズマ放電──さすがに今度は浴あびたら、ライムといえどもタダでは済すまない。

「ライムぅぅっ！」

　小樽の絶叫が響ひびいた。




　ビシュッ！




　その瞬しゆん間かん、玄武の開いた肩を光が貫つらぬいた。

「うおっ!?」




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　プラズマ放電装置が爆ばく発はつし、それが体内に引火して、さらなる激しい爆発をまき起こす。

　玄武の装甲が皮ひ肉にくなことにそれを外に出すことを抑おさえていた。たまり込んだ力は、体内を暴れ回る。




　ゴォォォォォォォォォォォォォォォン！




　玄武の体内から派は手でな爆音が響き、肩や口から煙けむりがもれてきた。

　玄武はガクッと膝ひざをつき、動きを停てい止しした。
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「実に単たん純じゆんなメカだぜ！　装甲に覆おおわれた所以外を狙ねらえば一いち撃げきでお陀だ仏ぶつとはな」

　玄武の背後に立っていたのは──

「パンター！」

　玄武の肩を貫いた光はパンターの右目のレーザー砲だった。

　動きを止めた玄武を乗り越えて、パンターが小樽の前に立った。

「パンター！」

「小樽……小樽だよな。オレ、ようやく思い出したぜ」

「パンター……!?」

「ハハハ……まいったぜ。どうやら記憶メモリーリセットされちまったらしくてさ。でも、おまえのことだけは忘れなかったぜ」

「パンター……」

　パンターはそっと小樽に抱きついた。

「小樽……」

　パンターのような天あまの邪じや鬼くの意い地じっ張ぱりですら、小樽と温ぬくもりを、心を共有するという甘かん美びな誘ゆう惑わくから逃のがれることはできなかった。強い女と言われようと、彼女もまた一人で生きるほど強くない。

　この瞬間、パンターもただの素す直なおな一人の少女だった。

「ぶう」

　けれどやっぱりなかなか甘い時間は過ごさせてもらえないようだ。邪じや魔まをしたのはライムだった。

「だめ、小樽はボクの！」

「なんだよ、一いつ丁ちよう前まえに嫉しつ妬とすることなんか覚おぼえやがって！　どうせ今までさんざん小樽にくっついてたんだろ！　しばらくオレの時間だ！」

「だめ、だめ！」

「オレの小樽だ！」

「ボクの小樽！」

「いいえ、あたしのです！」

「えっ!?」

　かわいい声に全員が振り返った。

　そこには小こ柄がらなセイバーの姿が──

「チェリー！」

　いや、チェリーだけではない。さらにはルクス、ティーゲル、ブラッドベリーも。

「小樽！」

「小樽様！」

「小樽！」

「みんな……」

　感かん慨がい深げに小樽は全員を見た。

　全員の目に温あたたかな光がある。みんなが小樽のことをはっきりと思い出していた。いや、違う。小樽への想おもいだけは決して失われずにあったのだ。

　乙女おとめ回かい路ろは人の心──

　愛は消すことができない──

　ローレライの言こと葉ばを小樽は何度も思い返していた。




　ただ、セイバーマリオネットたちのほうは小樽ほど感かん傷しよう的てきになれなかったらしい。

「小樽はボクのだ！」

「あたしのです！」

「オレのに決まってんだろ！」

「小樽はあたしみたいな胸のある女が好きなんだ！」

「あら、胸でしたら私だって負けてはいませんわ」

「まったく、みんないいかげんにおしよ！」

　いつもの光景が小樽の前で展開していた。

　小樽は汗ジト──

「ははは……」

　ようやく元に戻ったのだ。
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　事じ態たいはまだ終わったわけではなかった。

　小樽たちが感激の再会をしている横をコソコソと逃げ出そうとしている影があった。

　ようやく動けるようになった斑将軍を含ふくめた、四人組の面々だ。

　彼らが司令室（であった場所）からなんとか抜け出し、あとは一いち目もく散さんに走り去るだけ……というところまで来たときだった。

「どこへ行くのかな？」

　冷静な声が背後から響き、四人組はギクリとして立ち止まった。

　立っていたのはナルト模も様ようのセラミック仮面。そして、彼の横にはほとんど死人同然の顔つきとなった王庸平もいる。

　さらに小樽をはじめ、ライムたちも怖こわい顔で四人組をにらみつけている。

「主君を見捨てるのかな、諸しよ君くんは？」

　セラミック仮面がズイッと一歩前に出た。

「ううっ！」
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　反射的に四人組は一歩後退する。

　四人組は完全に気を吞のまれていた。セラミック仮面の内面からにじみ出る迫はく力りよくに。

「もう一度聞こう？　主君を……王主席を見捨てて自分たちだけ逃げるのか!?」

　セラミック仮面が王庸平を前に引っ張る。

　王庸平はふらふらとよろけるようにセラミック仮面の横に来た。目は完全に死んでいる。その目でぼんやりと四人組を見ている。

「馬ば婆ばあ！　老ろう凱がい！　紋もん大だい！　斑はん将軍！」

　セラミック仮面の鋭い声が飛び、四人組のそれぞれは思わず背せ筋すじを伸ばした。ダラダラと汗が流れてくる。

「そ、その者は……」

　馬婆の口から言葉が漏もれる。

　その者とは果たして、セラミック仮面のことか、それとも王庸平か。

　そこへ──




　ザッ、ザッ、ザッ、ザッ、ザッ、ザッ！




　突とつ如じよ、朱す雀ざくの大部隊が四人組の後方に現れた。

　まだ自分たちの運は終わっていない──

　四人組のだれもがそう思ったに違いない。

　その証しよう拠こに全員が叫んでいた。

「陛へい下かが狼ろう藉ぜき者ものに囚とらわれた！」

「あいつらを逮たい捕ほしろ！」

「早く、曲くせ者ものだぞ！」

「西安シーアンの危き機きである！　すぐにやつらを……」

　だが、最後の斑将軍の言葉は途中までしか続かなかった。

　朱雀たちの後ろから現れた巨きよ漢かんの姿を見たからであった。

　超将軍であった。

「ち、超！」

　超将軍はジロリと四人組をねめつけるように見る。

　ゾクリと四人組の背筋に冷たいものが走った。

　超将軍が重おも々おもしく口を開いた。

「お主たちの言う陛下とはどちらの御ご仁じんのことかな？　先ほどまで主席と呼ばれていたあの方か、その横のセラミックの仮面をかぶせられたお方か」

「！」

　衝しよう撃げきが四人組に走る。

「ち、超……おまえ、なにを!?」

　最後の抵てい抗こうとばかり斑将軍が口を開く。が震ふるえる声が真実を示していた。

「たわけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　超将軍の天地をも揺るがしかねない大だい音おん声じようが響き渡った。

「自分の半身とも言えるお方は、たとえセラミックの仮面をかぶせられていてもわかるっ！　セラミックの仮面をかぶせられているお方こそ真の陛下！　王庸平主席だぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「ええっ!?」

　驚おどろきは小樽たちから起こった。

　青白い顔の王庸平……と呼ばれていた男とセラミック仮面を見み比くらべる。

「じゃあ、こっちはいったい？」

「この者は影かげ武む者しやのクローンだ。私の身がわりに用意されたクローン……」

　セラミック仮面──本物の王庸平が静かに言った。

「四人組を逮たい捕ほしろ！」

　超将軍の声に朱雀たちが動いた。

　偽にせの王庸平以上に青白い顔色となった四人組は次々と朱雀に捕つかまり、連れられていった。

「一いつ件けん落らく着ちやく……かな」

　ふぅ～と肩の力を抜いて、小樽がつぶやいたときだった。

「そうではないぞよ！」

　素すつ頓とん狂きような声が響き、瓦が礫れきの中からスクッと立ち上がった男がいる。

　クルルンとカールしたヒゲを持つ男──

　ゲルマニアのミュヒハウゼン男だん爵しやく。

「ふほっほっほっ！　今よりおまえたちの敗はい北ぼくが始まるのだぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ミュヒハウゼン男爵は、顔の真ん中に小樽の足跡をくっきりとつけたまま、叫んだ。
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「あ、てめえ、まだ生きてやがったのか!?」

「あのくらいで我わが輩はいが死ぬものか！　ふほっほっほ！」

「偉えらそうなこと言ってたけどどうしようって言うんだい？　あんた一人で」

　ミュヒハウゼン男爵の前には小樽たち、さらには超将軍率いる朱雀の大部隊が立ち並んでいる。

　が、ミュヒハウゼン男爵に怯ひるむ気け配はいはない。

「ふほっほっほ！　我が輩には奥の手があるのだよ！」

「奥の手!?」

「世界に冠かんたる我がゲルマニアの知性の賜たま物もの！　〝マスケルⅡ〟！」




　ズボォォォォォォォォォォォォォッ！




　超将軍の朱雀たちのいた床がいきなりめくり上がり、黒い塊が飛び出した。

　現れたのは褐かつ色しよくの筋肉男──マスケルⅡ。

　あの、山中で小樽たちを襲ったマスケルよりもさらに筋肉がついている。発展型だ。

「こいつは……!?」




　シュゴォォォォォォォォォォォォォッ！




　マスケルⅡが腕を振り回す。その瞬間、マスケルⅡの腕はグググッと一〇倍にも伸のび、さらに硬こう質しつ化かした。




　ザシュッ！　ザシュッ！　ザシュッ！




　付近にいた朱雀たちがいっせいに首を吹き飛ばされ、その場に倒れ込んだ。

「なにっ!?」

　圧倒的な力だ。

「倒せ！　敵はたかが一体だ！」

　超将軍の言葉に朱雀がマスケルⅡめがけて殺さつ到とうする。

　朱雀の青龍刀がマスケルⅡに振り下ろされた。

　しかし、その瞬間、今度はマスケルⅡの全身が硬質化した。




　ガシィィィィィィィィィィィィィィン！




　青龍刀はマスケルⅡの身体に触ふれた途と端たん、砕け散る。

「硬くなったぁ!?」

　この硬質化する皮ひ膚ふが先のマスケルとの最大の差だった。

「それだけではないぞよ！　マスケルⅡは先のマスケルと比べても三〇パーセント以上運動性がアップしているのだ！　まさにマスケルⅡは地上の王者よ！　ふほっほっほ！」

　男爵は嫌いやみな笑い声を響かせた。

「ここ西安シーアンはマスケルⅡの実験場となるのだ！　総そう統とう陛へい下かの大いなる野望のための実験場に！」




　そのころ、遠くゲルマニアの総統官かん邸ていで、ファウストが側そつ近きんに一つ指し示じを与えていた。

「西安侵しん攻こう軍ぐんを動かせ！　西安に突入させよ」




　マスケルⅡの猛もう威いはまだまだ続いている。

　すでに朱雀部隊の半数がマスケルⅡの餌え食じきとなっていた。

「こいつはちいっとばっかしやばいぜ！」

「まかせな、小樽！」

　ブラッドベリーが飛び出していく。

「ここはやっぱりあたしたちが！」

「おまかせください！」

　チェリー、ルクス、パンター、ティーゲルもあとに続いた。

　そして、ライムも。

「小樽、ボク、必ずあいつをやっつけるよ！」

「ライム！」

「見ててね、小樽！」

　ライムが一気に走り込んで、朱雀を越えて前に出た。

「ボクが相手だ！」

「ライム、やみくもに突進しちゃ……」

　チェリーの言葉も聞かず、ライムはマスケルⅡに向かって突進する。




　ジャギィィィィィィィィィィィィィィン！




　回まわし蹴げりの態たい勢せいからマスケルの足がグググッと伸びた。

　足は鋭い刃となってライムの顔めがけて飛んでくる。そのスピードにライムの反応が一瞬遅おくれた。

「ひゃっ!?」

「ライム！」

　ティーゲルが飛び込む。




　バシィィィィィィィィィィッ！




　ティーゲルの右手首が吹き飛んでいた。右手首を犠ぎ牲せいにして、そのわずかな時間でティーゲルはライムを伏ふせさせたのだ。

「みんな、こいつはなかなか手て強ごわいよ！」

　もちろんセイバーであるティーゲルは痛みを感じるわけではない。

　が、見ている小樽としては気持ちのよいものではなかった。

「ティーゲル！　クッ……オレにもなにか!?」

　自分が戦いに参加したところで足手まといになることはわかっている。が、なにかせずにはいられなかった。

「オレは……」

「こうしたらどうかな」

「えっ？」

　セラミック仮面がチョイチョイと小樽を手招まねきした。




　男爵は自じ慢まんのヒゲをクリンクリンとなでつけて、戦いを見ていた。

「ふほっほっほ！　最初から勝敗の決まった勝しよう負ぶはつまらぬのう」

「なら、これでわからなくなるな」

「なにっ!?」

　首くび筋すじにヒンヤリとした感触がある。

「うっ！」

　なんと、両側から男爵の首に青龍刀が突きつけられているのだ。青龍刀を持つ手、それは小樽とセラミック仮面の二人だった。

「な、なんの真ま似ねだ!?」

「マスケルⅡをどうにかできないのなら、おまえをなんとかすればいい」

「卑ひ怯きよう者もの！」

「けっ！　おまえのようなヤツに卑怯者呼ばわりされても痛くもかゆくもねえやい！　さ、あの褐色の化け物の動きを止めるんでぇい！」

「ううう……」

　さすがに男爵の額ひたいから汗が噴ふき出す。

「わ、我が輩とマスケルⅡをどうかしたところで、すでにゲルマニアの西安侵攻軍は動いてるはずだぞ！」

　だが、セラミック仮面──王庸平は冷静だ。

「わかっているよ。すでに手は打ってある。ゲルマニアの侵攻軍は正面の我が西安軍にばかり気をとられて、今ごろ、横合いからジャポネス軍の奇き襲しゆうを受けているはずだ」

「な、なに!?」

「ジャポネスの家いえ安やすとは連絡をとってある」




　セラミック仮面の言うとおりだった。

　西安に突入しようとしたゲルマニア軍は横からジャポネス軍の奇襲を受けていた。

　ジャポネス軍の指揮をとるのは梅ばい幸こう。

「やれ！」

　橘きつ花かが三本一組で一体の〝赤毛レテイス・ハール〟を襲う。
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　赤毛は次々と撃破され、支え切れず、ゲルマニア軍は後退を始めていた。




　セラミック仮面の言葉に男爵は観念したように唇くちびるを嚙かんだ。

「マ、マスケルⅡ……」

　男爵の言葉にマスケルⅡの動きが止まる。

「よし、じゃあ次は……」

　小樽がさらになにかを聞かせようと身を乗り出したときだ。

「マスケルⅡ！」

　男爵が叫んだ。

　マスケルⅡの額がまるで角つののように一気に伸びる。それはカーブを描えがき、小樽とセラミック仮面の頭を貫こうと放たれた。

「危あぶない！」

　セラミック仮面がいきなり小樽を突き飛ばした。

「うわっ！」




　ガシャァァァァァァァァァァァァァン！




　マスケルⅡの角とセラミック仮面の仮面がぶつかる。次の瞬間、マスケルⅡの角はセラミック仮面に突き刺さった。

「ふほっほっほ！　やったか！」

　が、男爵の予想通りにはなっていなかった。

　突き刺さったまま、マスケルⅡの角が抜けなくなったのだ。

「なんだと!?」

「どうやらこのセラミック、本当に硬かたいらしいな」

　セラミック仮面の声がした。無ぶ事じだ。

「今よ！」

　角が抜けなくなったとき、マスケルⅡに一瞬の隙すきができていた。六体のセイバーマリオネットはその隙を見み逃のがさなかった。

「でぇぇぇい！」

「たぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「はぁぁぁぁっ！」

「やぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「ふんっ！」

「りゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　言わずとも六体の考えは一つだった。それは同じ乙女おとめ回かい路ろを持つセイバーマリオネットの共鳴か!?




　ガシィィィィィィィィィィィィィン！




　六体のセイバーマリオネットの手しゆ刀とう、六方向からマスケルⅡの首に突き刺さっていた。

　マスケルⅡの身体からだの中でおそらく一番細い部位──それが首だった。




　バキィィィィィィィィィィィ……




　マスケルⅡの首が吹き飛んだ。

　ゆっくりとマスケルⅡの身体が仰向けに倒れていった。
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　マスケルⅡが倒れ込んだとき、強こわ張ばりを失ったマスケルの角もセラミック仮面から抜け落ちていた。




　ピシッ……ピシッ……




　マスケルⅡの角が突き破った部分からセラミック全体にひびが走る。

　すでに男爵は逃げ去った後だ。相変わらず逃げ足だけは速い。




　ピシィィィィィィィィィィィッ！




「おおっ！」

　セラミックは完全に弾はじけ、中から王庸平の顔が現れた。

「ふむ……ひさしぶりに外がい気きに触れるな」

　ヒゲ面づらの王庸平はつぶやいた。例のごとく実に冷静な声だった。

「陛へい下か！」

　感激の面おも持もちで超将軍が駆かけ寄よってくる。

「陛下、陛下、陛下！」

　超将軍はごつい顔に似合わず、おんおん涙を流して泣き出した。感情過多の人間なのだ。

「小樽！」

「よかった、マスター！」

　同じく、六体のセイバーマリオネットたちも小樽のまわりに集まっていた。これまた感情をあらわにして、小樽が無事だったことを喜び合っていた。

「みんな、やったぜ」

　小樽が立ち上がったとき、王庸平が近づいてきて深々と頭を下げた。

「間ま宮みや小樽殿、今回はあなたのおかげでこの西安が救われた」

「あ、いや……」

「黄こう禁きん城じようを脱出した後、超と連絡をとって四人組とゲルマニアの侵攻軍に対しての策を立てたが、こんなにうまくいくとはな」

「ゲルマニアの西安侵攻軍もジャポネスと西安の連合軍の前に撤てつ退たいを始めたとのことです」

　超将軍の報告に、王庸平は思わず微笑ほほえんだ。

「……一つだけわかんねえことがあるんだけど」

　小樽が不ふ思し議ぎそうに言う。

「なにかな？」

「なんで超将軍はセラミック仮面が本物の主席陛下だってわかったんでぇい？」

「それは！」

　超将軍が顔を赤くして叫んだ。

「わしと主席陛下はステディな関係なのだよ！」

「いっ!?」

「恋人同士、肌はだをふれあえばすべてはわかろうというもの！」

「う……」

　そっちの気けのない小樽は、さすがにゲンナリした表情となった。




　翌日から、小樽たちは下にも置かないもてなしを黄禁城で受けることとなる。

「……なにはともあれめでたし、めでたし」

「うん」

　小樽の言葉に、六体のセイバーマリオネットが大きくうなずく。

　が、肝かん心じんの本人が一瞬怪け訝げんな顔になった。

「でも、なにか忘れてるような気が……」




「小樽クゥ～ン！　ボクはどうなるのォ!?」

　一人黄禁城の地下に花はな形がたの声が響きわたった。
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〈小お樽たる、今回は合格だね〉

　ホスト・ローレライはにこやかな笑顔で言った。

　小樽は約束どおり、ふたたびホスト・ローレライのもとを訪おとずれていた。もちろん、セイバーマリオネットたちも一いつ緒しよだ。

　ちなみにすっかり忘れられていた花はな形がたは、空腹で動けないところを発見された。やっぱりこいつ、悪運の強いヤツ……。

「合格？　なんのことでぇい、ローレライ？」

　小樽が不ふ思し議ぎそうに聞き返す。

〈小樽は『女性復活』という目的意識をもってここまで旅して来ただろ。その決意のほどを試ためさせてもらったんだよ〉

「なんでぇい、そりゃあ？」

〈ジャポネスのローレライとの衛えい星せい回かい線せんを切ったのは、そのプログラムに沿そってのこと。あなたたちの旅をあたしはずっと見つめていた〉

「ええっ？」

〈その結果知ったのさ。乙女おとめ回かい路ろは確実に成長している〉

「乙女回路が成長している？」

〈女性復活の鍵かぎは実はいつも小樽のそばにあったんだよ。それは彼女たちさ〉

「なんだって？」

　小樽は、後ろで静かに小樽とローレライの会話を聞いているセイバーマリオネットたちを見た。

　六人とも真剣な表情で小樽を見つめている。

　彼女たちが女性復活の鍵──

〈あの娘たちを目め覚ざめさせたときから女性復活のプログラムは始まっている。彼女たちを目覚めさせることができた者……その者こそ、失われた女性への憧しよう憬けいを強く持ち、乙女回路を育てることができる者〉

「…………」

〈今、このテラツーには彼女たちを目覚めさせることができた者は二人しかいない。そのうちの一人が小樽、おまえさ〉

「二人……ちょっと待ってくれ！　もう一人っていうのは!?　まさか……」

〈ゲルマニア総そう統とうファウスト〉

「えっ!?」

　驚おどろきの声は小樽だけでなく、ライム、チェリー、ブラッドベリーからも出た。

　逆にティーゲル、ルクス、パンターは黙だまって立ちつくしている。

　考えてみればそうだ。乙女回路を持つティーゲル、ルクス、パンターがこの世にいるということは、だれかが目覚めさせたに他ならない。そして、それがファウストだとすると──

「ファウストも女性復活を願っているってことなのか!?」

　小樽は思わず叫んでいた。

　冷れい酷こく無む比ひ、己おのれの野や望ぼうのためにはいかなる犠ぎ牲せいも厭いとわない、あのファウストが──

〈そうだ。けれど、彼は乙女回路によって心を育てるというやり方でなく、もう一つの方法を選んだ〉

「もう一つの方法……？」

〈…………〉

　小樽はティーゲルたちを振り返り見た。

「ティーゲル、ルクス、パンター、おめえさんたち、それがなんなのか知ってるのかい？」

「いいえ」

「わかりません、小樽様」

「オレたちにはファウスト様はひとことも……」

「…………」

　小樽はじっと三人を見た。三人はうそを言っている様子はない。

「わかったぜ」

　小樽はふたたびローレライのほうを向くと叫んだ。

「ローレライ、オレはどうすればいい？　これからいったいどうすれば？」

〈小樽……地道なことかもしれないけど、あんたは乙女回路を育てるしかないのさ〉

「へっ？」

〈少女の心を……人間の女の心を育てていくしかない。それが女性復活のためになる〉

「人間の女の心を……」

〈そして、やがて女性の心が育ったと判断されたとき、最終プログラムが発動する。おまえはメソポタミアに行くんだ〉

「メソポタミア？」

　小樽の横でチェリーがまるでだれかに命令されたかのように極きわめて機械的に口を開いた。

「メソポタミア……かつて地テ球ラより放たれた宇宙移民船メソポタミア号のこと。ここテラツーに六つの命を運んできたテラツーの始まりの船……けれど、その不ふ時じ着ちやく場所はいっさいの記録から抹まつ消しようされています」

「チェリー？」

「あ、あれ、あたし？」

　我に返って、チェリーが驚おどろいたような表情になる。

　無意識のうちにチェリーはメソポタミアのことを述べていた。やはり、彼らセイバーマリオネットの中には隠かくされたプログラムがあるようだ。

〈メソポタミアにたどりつけばすべてが明らかになる。女性復活も、そしてファウストの野望も……〉

「…………」

〈心を育てるんだ、小樽。彼女たちの心を！〉

　小樽とホスト・ローレライの会話はそこまでだった。

　小樽は重い使命感を感じていた。
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「心を育てる……か」

　西安からの帰り道、小樽はポツリとつぶやいた。

「……ん？」

　ふと振り向くと、全員が心配そうに小樽のほうを見つめている。

「なんでえ、なんでえ！　みんなしてしけた面して！」

　今まで一番しけた面をしていた者が大声で言った。

「オレのことだったら心配いらねえぜ！　西安までいろいろゴチャゴチャあったんで、頭がこんがらかってるだけでえ！　オレはあれこれ考えるのが苦にが手てなんだよ！」

「小樽……」

　ライムが小樽に近づく。

「ん、どうした、ライム？」

「あのね……ボク、がんばるね」

「は？」

「心を育てるっていうの。それが小樽のためになるんでしょ。だったら、ボクがんばって心育てる！」

「えっ？」

　ライムは真剣な表情だった。自分の言葉の意味はよく理解していないかもしれない。しかし、それが小樽のためなら──その思いがライムにそう言わせたのだ。

「ありがとうよ、ライム」

「小樽……」

　ライムだけではない。その後ろで他のセイバーマリオネットたちも真剣な表情で小樽を見ている。小樽のためになにかできないかという表情で。

「みんな……」

　正しよう直じきに言えば、小樽は少し落らく胆たんしていた。西安に行けば、劇的な女性復活が成ると思っていたからだ。

　一いつ朝ちよう一いつ夕せきにすべてが劇的に変わることを期待しちゃいけない。長い年月をかけた日々の努力が必要──

　テラツーはもう三百年も待っている。女性復活を。

　その芽めが出てから、まだわずかな時間しか経っていない。

　肩かたの力を抜いて気長にやっていこう！　そうさ、オレは待つさ。ライムたちの心が育つのを──

「よぉし、やるぜ、オレは！」

　小樽が腹の底から声をあげて叫んだ。

　愛する人の笑顔を見て、ようやくセイバーマリオネットたちの顔にも笑みが浮かんでいた。




　今回を終わりにする前に、一人、忘れていた。

「小樽くぅ～ん、待ってよぉ～」

　やっぱり花形は大量の荷に物もつをかついで遅れて走っていた。

「あうっ！」

　そいでもってまたまたコケた。








《『セイバーマリオネットＪ・第六巻』完　第七巻に続く》









　物語終了時におけるジャポネスティックな座談会Ⅵ








ライム「小お樽たる、小樽、『セイバーマリオネットＪ』ってまだまだ続くんだよね」

小樽「お、おい、なにをいきなり言い出すんだ、ライム？」

ライム「あのね、あのね、変な噂うわさを聞いたんだけど……」

小樽「噂だぁ？」

ライム「この物語を書いている〝あかほりさとる〟っていう変なおじさんは……」

あかほり「お兄さんだ！」

ライム「へっ？」

小樽「いいから続けろって。で、〝あかほりさとる〟がどうしたって？」

ライム「うん。なんでも文庫とかシリーズは六巻やるとあきちゃうんだって」

あかほり「ギクッ」

ライム「あれ、また」

小樽「いいから、気にするな！　そうか、そうか。確かにあの外げ道どう、いろいろな作品を六巻以降書かなくなってやがるからなぁ」

あかほり「ギクギク」

ライム「まただ……？」

小樽「だが安心しろ、ライム。この『セイバーマリオネットＪ』はそんなことないさ」

ライム「ホント!?」

小樽「ホントだとも！　物語はまだ佳か境きようにも入っていないんだぜ！　こんなところで立ち止まってちゃ、お天てん道とう様さまに申もうし訳わけたたねえ」

ブラッドベリー「甘い、甘いねえ、小樽」

小樽「えっ？」

ライム「ほえ？」

ブラッドベリー「小樽、あんた主人公のくせにまだあの外道のことよくわかってないよ」

小樽「どういうことでえ、ブラッドベリー!?」

ブラッドベリー「あいつはねえ、いざとなったら記き憶おく喪そう失しつになるんだよ」

小樽「記憶喪失？」

あかほり「ギクギクギク」

ライム「なんか、また……」

ブラッドベリー「ここはどこ、私はだれ、っていうあれさ。そいでもって、ちゃっかりと別の企き画かくに手を出していやがるのさ」

ライム「無む責せき任にんなおじさん」

あかほり「お兄さん！」

ライム「あれ？」

小樽「作者めえ、この作品でそんなことしてみやがれ！　ギッタンギッタンのバッコンバッコンにしてやるぜ！」

ブラッドベリー「まったくだよ！　世せ間けん様さまに●●●●で、あ～んなことやこ～んなことをしてるとか、全部バラしてやる！」

あかほり「ドキッ！」

ライム「さっきから変だなぁ」

チェリー「さあさあ、内輪ネタはそのくらいで……。記憶喪失といえば、今回も記憶喪失のお話でしたね」

ブラッドベリー「お、チェリー、うまいつかみ」

ティーゲル「ま、私やパンターはいいとして」

パンター「まあな。ルクスはなぁ……」

ルクス「しくしく……。なんか私、いつもエッチなこと担当してるような気が……」

ブラッドベリー「すっかりいじめられキャラということで定着したんじゃないの」

ルクス「そんなぁ……」

ティーゲル「ルクスが危あぶない目に遭あうのを楽しみにしているファンもいるというぞ」

ルクス「しくしくしく……」

小樽「ルクス、元気出せよ。おめえをいじめるようなヤツがいたら、オレがとっちめてやっからよ！」

ルクス「小樽様、ありがとうございますぅ！……私、小樽様にだったら……いじめられたい」

小樽「いっ!?」

残りの一同「だから、あんたはそれがいけないっていうの！」

ライム「ねえ、小樽、次回はどうなるの？」

チェリー「今度はニューテキサスにでも行くんですか？」

小樽「いや、次の巻はまたジャポネスでの話だぜ」

ティーゲル「ジャポネス？」

小樽「なんかそこでまたいろいろと起こるみたいで……エピソード盛りだくさんだぜ」

ライム「よ～し、次もがんばっちゃおう！」

チェリー「あたしもですわ！」

ブラッドベリー「なんか、次の巻、あたしにもなんかありそうな……」

パンター「オレもやるぜ！」

ルクス「あたしもいじめられないようにしようっと」

ティーゲル「私はレズではないっ！」




　　　　ワイワイガヤガヤと騒ぎながら去っていく一同──




花形「わーん、待ってくれよぉ、小樽クン！　ボク、まだ何も発言してないんだよォ！　ったく、いつもいつもボクばかりこんな目に遭わせて……あのバカおやじ作者！」

あかほり「お兄さんだ！」

ライム「ねえ、飽あきない？」







《某年正月、正月お笑い番組を見ながら実況中継》









　あとがき







　常つね日ひ頃ごろから『セイバーマリオネットＪ』へのご声せい援えんありがとうございます。

　ＴＶアニメが始まってからというもの、予よ想そうだにしていなかった反はん響きようがあり、非常にうれしく思います。テレビの力はやっぱりすごいなぁと思うと同時に、テレビからセイバーＪの世界に入ってこられた方たちが小説を見てガッカリしないようにと決意新たにがんばる所しよ存ぞんです。これからも物語終了までよろしくお願いします。

　……なんか、新年冒ぼう頭とうの挨あい拶さつみたいになりましたけど、実際、このあとがきを書いているのは一月三日です。今年は本当に正月がありませんでした。仕事正月。隣となりにはしっかりとドラゴンマガジンの菅沼さんもいらっしゃって……。

　作家と編集には盆ぼんも暮くれもない！

　実に哀かなしき事実ですね。現在作家志望の人はこの事実をよっく覚おぼえておきましょう。




　さて、作家志望といえば少々気になることがあります。少なくともこの富士見ファンタジア文庫に代表されるヤングアダルト・ノベルズ（ライト・ノベルズとかジュニア・ノベルズとかいろいろ言い方あるなぁ……）で書いていきたい諸氏について。

　最近、僕のところにも小説を読んで欲しいと送ってきたり持ってきたりしてくれる人もいます。時間の許す限りそういった人と話をしますが、どうも勘かん違ちがいをしている人が多いようです。

　彼らの作品を読むと、ともかく壮そう大だいです。こうなって、こうなって、こうなるんですよ。そして、さらにこうなって、こうなって、こういう事実がありましてね……──おそらく、全二〇巻くらいの大作に思われます。しかし、どこの世界にいきなり全二〇巻の大作を認める出版社がありますか!?　長く続く作品は数多くあります。それがその作家にとってデビュー作であったものも。しかし、少なくとも彼らは最初の段階は一冊でまとめようとしていたはずです。短いストーリーを書くことができれば、長いストーリーはいくらでも書くことができます。しかし、逆はないのです。きちんと短いストーリーをまとめられなければ作家として続けていくことはむずかしいと思います。

　次に思うのは、その作品がマニアックすぎるということです。彼らの前ぜん提ていにはこういう考え方があります。

「これはファンタジー小説だから」

　僕などは登場人物がカタカナならファンタジー小説、などとたわけたことを言っている人間です。ここまでは極端としても、ファンタジーの知識がなくともそういう小説に触れる人間もいるでしょう。それなのに、高度なファンタジーの知識（またはＳＦの知識）が必要な小説を書いてきて、「これなあに？」と僕がたずねると、「そんなことも知らないんですか」というような顔をする。おそらく彼からすればこのぐらいの知識は当然持っていなければならないんでしょう。もし、読者に対してもそういうスタンスだとすれば彼が認められることはないでしょう。そういうものがやりたければ同人誌をやっていればよろしい。僕らの仕事の対象は子供です。子供にわかってもらえなければどうにもなりません。たとえば知っている人間からすればたるく感じる描びよう写しやも子供のためには絶対に必要なのです。そのことがわからなければ、この世界でプロを名乗ることはできません。

　今、述べたことと同じく、もう一つは作品をやたらと小難しくする人が多いのも気になります。精せい神しん観かん念ねんの世界をやたらと持ち出して、そればかりを強調する。わからないという人間はやっぱり切り捨ててしまう。エンターテインメント精神がまるでないのです。はっきり言いましょう。ヤングアダルト・ノベルズはエンターテインメントの世界です。サービス精神がなければ読者には喜んでもらえません。そう、〝喜んでもらう〟のです。決して、〝教えてあげる〟〝わからせてやる〟ではないのです。どうしても精神観念論、人生論の世界について書きたければ、やはりそういう純文学的な発想を同人誌ででも展開してもらうしかありません。

　彼らが例に出すのは必ず『新世紀エヴァンゲリオン』です。

「だってエヴァは……」

　僕はそういうとき言ってしまいます。あなたと庵野さん（エヴァンゲリオン監督の庵野秀明氏）ではレベルが違うよ、と。

　エヴァンゲリオンはちゃんとエンターテインメントをやってます。庵野さんと飲んだとき、タイムボカンシリーズ『ヤッターマン』について花が咲きました。ああ、この人はエンターテインメントを実によく理解している人だなぁと感心した記憶があります。作品の中でも予告でちゃんと言ってるじゃありませんか。「サービス、サービス」と。

　ヤングアダルト小説家としてデビューし、今後もやっていきたいのなら、意い固こ地じになるのはやめましょう。もっと現実を見てみようじゃありませんか。なにがウケている？　なにをみんなは求めている？

　新しくヤングアダルト小説の世界に来てくださる人が一人でも増えることを願っています。書き手はぜんぜん足りないのです。




　どうも今回のあとがきは硬くなってしまいましたが、最後はいつものように。

　表紙挿し絵のことぶきさん、そしてドラゴンマガジン編集部のみなさま、今年もお世話になります。そして、ご迷惑をかけます。よろしくお願いします。

　読者の皆様。今までずっとつき合ってきてくださった方も、そして初めての方もよろしくお願いします。そして、ありがとう。





一九九七年一月　あかほりさとる









【追伸】ＴＶアニメ『セイバーマリオネットＪ』を今年もよろしく！　まだまだメディア展開は続きそうだぞ！　ゲームも出るぞ！　ビデオもね。




【追伸の追伸】『マスターモスキートン』の小説も書かねばならない！　これは今までとは一線を画したシリーズにしたいな、と狙っているのであった。




【追伸の三乗】某誌で連載中の『サクラ大戦前夜』もうすぐ本になります。よろしくね。




【追伸の四乗】なんと、『ＭＡＺＥ☆爆熱時空』がＴＶアニメになってしまうということだ。大丈夫か、おい！（自分で言うな！）どういう作品？　と思われた方は、角川スニーカー文庫『ＭＡＺＥ☆爆熱時空』をぜひ買おう！　お願い！




【追伸の五乗】一月六日からバリ島に行ってきます。捜さないでください。
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